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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ異なる色に対応する複数の副画素で構成される単位画素がマトリクス状に配置
された表示領域を有する表示パネルと、
　前記表示領域と平行な検出面に配置された導電性の細線片にて構成され、前記検出面へ
の物体の近接又は接触を検出するための検出電極と、
　を備え、
　前記検出電極は、前記検出面内で互いに平行に延びる複数の第１ラインと、各第１ライ
ンと交わって交点を形成するとともに前記検出面内で互いに平行に延びる複数の第２ライ
ンとで規定される格子において、隣り合う交点間に前記細線片を選択的に配置して構成さ
れる電極パターンを有し、
　前記第１ラインの第１延出方向は、第１方向に対して角度θ１で傾き、前記第２ライン
の第２延出方向は、前記第１方向に対して角度θ２で傾き、前記格子の第１対角線方向は
、前記第１方向に対して角度φ１で傾き、前記格子の第２対角線方向は、前記第１方向に
対して角度φ２で傾き、
　前記第１方向は、前記複数の副画素のうち人間の視感度が最も高い副画素が前記表示領
域において並ぶ方向であり、
　前記単位画素は、前記第１方向において第１単位長さｄ１を有するとともに、前記第１
方向と直交する第２方向において第２単位長さｄ２を有し、
　前記角度θ１と前記角度θ２は、互いに異なり、



(2) JP 6329817 B2 2018.5.23

10

20

30

40

50

　前記角度φ１と前記角度φ２は、互いに異なり、
　前記角度θ１と前記角度θ２は、２以上の整数であってＭ１≠Ｎ１，Ｍ２≠Ｎ２，Ｍ１
：Ｎ１≠Ｍ２：Ｎ２である整数Ｍ１，Ｎ１，Ｍ２，Ｎ２を用いた以下の式をそれぞれ満た
し、
　　　θ１＝ａｔａｎ［（Ｎ１×ｄ２）／（Ｍ１×ｄ１）］
　　　θ２＝ａｔａｎ［（Ｎ２×ｄ２）／（Ｍ２×ｄ１）］
　前記角度φ１と前記角度φ２は、２以上の整数であってｍ１≠ｎ１，ｍ２≠ｎ２，ｍ１
：ｎ１≠ｍ２：ｎ２である整数ｍ１，ｎ１，ｍ２，ｎ２を用いた以下の式をそれぞれ満た
す、
　　　φ１＝ａｔａｎ［（ｎ１×ｄ２）／（ｍ１×ｄ１）］
　　　φ２＝ａｔａｎ［（ｎ２×ｄ２）／（ｍ２×ｄ１）］
　センサ付き表示装置。
【請求項２】
　前記整数Ｍ１と前記整数Ｎ１の差の絶対値、前記整数Ｍ２と前記整数Ｎ２の差の絶対値
、前記整数ｍ１と前記整数ｎ１の差の絶対値、前記整数ｍ２と前記整数ｎ２の差の絶対値
が１である、
　請求項１に記載のセンサ付き表示装置。
【請求項３】
　前記電極パターンは、前記格子において、前記第１ラインに沿って隣り合う交点間、及
び、前記第２ラインに沿って隣り合う交点間に前記細線片を選択的に配置したパターンで
ある、
　請求項１に記載のセンサ付き表示装置。
【請求項４】
　前記電極パターンは、前記格子において、前記第１ラインに沿って隣り合う交点間、前
記第２ラインに沿って隣り合う交点間、及び、前記第１対角線方向又は前記第２対角線方
向に沿って隣り合う交点間に前記細線片を選択的に配置したパターンである、
　請求項１に記載のセンサ付き表示装置。
【請求項５】
　前記電極パターンは、複数の前記細線片にて閉じられた輪郭の単位パターンを複数含み
、
　隣り合う前記単位パターンの輪郭は、少なくとも１つの前記細線片を共有する、
　請求項１に記載のセンサ付き表示装置。
【請求項６】
　前記電極パターンは、複数の前記細線片にて閉じられた輪郭の複数種類の単位パターン
を含み、
　前記複数種類の単位パターンの輪郭は、それぞれ異なる形状である、
　請求項１に記載のセンサ付き表示装置。
【請求項７】
　前記電極パターンは、前記第１ラインに沿って隣り合う交点間に配置された前記細線片
と、前記第２ラインに沿って隣り合う交点間に配置された前記細線片とを端部同士を接続
して前記第１対角線方向又は前記第２対角線方向に交互に繰り返し配置したパターンであ
る、
　請求項１に記載のセンサ付き表示装置。
【請求項８】
　前記検出電極との間で容量を形成する駆動電極と、
　前記容量の変化に基づいて前記検出面への物体の近接又は接触を検出する検出回路と、
を備え、
　前記細線片は、金属材料にて形成され、
　前記駆動電極は、透光性材料にて形成されるとともに、前記表示領域の法線方向におい
て前記検出電極と異なる層に配置され、誘電体を挟んで前記検出電極と対向する、
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　請求項１に記載のセンサ付き表示装置。
【請求項９】
　前記表示パネルは、前記検出電極との間で容量を形成する共通電極と、前記副画素ごと
に設けられるとともに絶縁膜を介して前記共通電極と対向する画素電極と、を備え、
　前記容量の変化に基づいて前記検出面への物体の近接又は接触を検出する検出回路と、
　前記副画素を駆動するための第１駆動信号、及び、前記容量を形成して前記検出面への
物体の近接又は接触を前記検出回路に検出させるための第２駆動信号を選択的に前記共通
電極に供給する駆動回路と、
　をさらに備える、請求項１に記載のセンサ付き表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、センサ付き表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　物体の接触あるいは接近を検出するセンサ（タッチパネルと称される場合もある）を備
えたセンサ付き表示装置が実用化されている。センサの一例として、誘電体を介して向か
い合う検出電極と駆動電極との間の容量の変化に基づいて物体の接触等を検出する静電容
量型センサがある。
【０００３】
　表示領域で物体の接触等を検出するために、検出電極及び駆動電極は、表示領域と重な
るように配置される。このように配置された検出電極及び駆動電極が表示領域に含まれる
画素と干渉し、いわゆるモアレが発生することがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－１６４６４８号公報
【特許文献２】特開２０１２－１６３９５１号公報
【特許文献３】特開２０１３－２２５１９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、モアレの発生を防止ないしは低減することが可能な
センサ付き表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態におけるセンサ付き表示装置は、それぞれ異なる色に対応する複数の副画素
で構成される単位画素がマトリクス状に配置された表示領域を有する表示パネルと、上記
表示領域と平行な検出面に配置された導電性の細線片にて構成され、上記検出面への物体
の近接又は接触を検出するための検出電極と、を備える。上記検出電極は、上記検出面内
で互いに平行に延びる複数の第１ラインと、各第１ラインと交わって交点を形成するとと
もに上記検出面内で互いに平行に延びる複数の第２ラインとで規定される格子において、
隣り合う交点間に上記細線片を選択的に配置して構成される電極パターンを有する。上記
第１ラインの第１延出方向は、第１方向に対して角度θ１で傾き、上記第２ラインの第２
延出方向は、上記第１方向に対して角度θ２で傾き、上記格子の第１対角線方向は、上記
第１方向に対して角度φ１で傾き、上記格子の第２対角線方向は、上記第１方向に対して
角度φ２で傾く。上記第１方向は、上記複数の副画素のうち人間の視感度が最も高い副画
素が上記表示領域において並ぶ方向である。上記単位画素は、上記第１方向において第１
単位長さｄ１を有するとともに、上記第１方向と直交する第２方向において第２単位長さ
ｄ２を有する。上記角度θ１と上記角度θ２は、互いに異なる。
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　上記角度φ１と上記角度φ２は、互いに異なる。上記角度θ１と上記角度θ２は、２以
上の整数であってＭ１≠Ｎ１，Ｍ２≠Ｎ２，Ｍ１：Ｎ１≠Ｍ２：Ｎ２である整数Ｍ１，Ｎ
１，Ｍ２，Ｎ２を用いた以下の式をそれぞれ満たす。
　　　θ１＝ａｔａｎ［（Ｎ１×ｄ２）／（Ｍ１×ｄ１）］
　　　θ２＝ａｔａｎ［（Ｎ２×ｄ２）／（Ｍ２×ｄ１）］
　上記角度φ１と上記角度φ２は、２以上の整数であってｍ１≠ｎ１，ｍ２≠ｎ２，ｍ１
：ｎ１≠ｍ２：ｎ２である整数ｍ１，ｎ１，ｍ２，ｎ２を用いた以下の式をそれぞれ満た
す。
　　　φ１＝ａｔａｎ［（ｎ１×ｄ２）／（ｍ１×ｄ１）］
　　　φ２＝ａｔａｎ［（ｎ２×ｄ２）／（ｍ２×ｄ１）］
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、一実施形態に係るセンサ付き表示装置の構成を概略的に示す斜視図であ
る。
【図２】図２は、上記表示装置の基本構成及び等価回路を概略的に示す図である。
【図３】図３は、上記表示装置の副画素の等価回路を概略的に示す図である。
【図４】図４は、上記表示装置の一部の構造を概略的に示す断面図である。
【図５】図５は、上記表示装置が備えるセンサの構成を概略的に示す平面図である。
【図６】図６は、上記表示装置が備えるセンサによるセンシングの原理（ミューチャル検
出方式）を説明するための図である。
【図７】図７は、上記表示装置が備えるセンサによるセンシングの原理（セルフ検出方式
）を説明するための図である。
【図８】図８は、上記表示装置が備えるセンサによるセンシングの原理（セルフ検出方式
）を説明するための図である。
【図９】図９は、上記セルフ検出方式におけるセンサの駆動方法の具体例を説明するため
の図である。
【図１０】図１０は、上記表示装置が備えるセンサの検出電極がマトリクス状に配列され
た例を概略的に示す図である。
【図１１】図１１は、上記表示装置が備えるセンサの検出電極の電極パターンを説明する
ための図である。
【図１２】図１２は、上記表示装置の表示領域の一例を示す図である。
【図１３】図１３は、直線状の金属線を有する電極パターンと表示領域とのモアレを評価
した結果を示す図である。
【図１４】図１４は、上記表示装置の表示領域及び図９に示した各評価例における金属線
の延出方向を示す図である。
【図１５】図１５は、金属細線にて形成される交点を有する電極パターンと表示領域との
モアレを評価した結果を示す図である。
【図１６】図１６は、実施例１に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図１７】図１７は、実施例２に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図１８】図１８は、実施例３に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図１９】図１９は、実施例４に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図２０】図２０は、実施例５に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図２１】図２１は、実施例６に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図２２】図２２は、実施例７に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図２３】図２３は、実施例８に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図２４】図２４は、実施例９に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図２５】図２５は、実施例１０に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図２６】図２６は、実施例１１に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図２７】図２７は、実施例１２に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図２８】図２８は、実施例１３に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
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【図２９】図２９は、実施例１４に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図３０】図３０は、実施例１５に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【図３１】図３１は、変形例１に係る表示領域を説明するための図である。
【図３２】図３２は、変形例２に係る表示領域を説明するための図である。
【図３３】図３３は、変形例３に係る電極パターンの一部を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　いくつかの実施形態につき、図面を参照しながら説明する。　
　なお、開示はあくまで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更
であって容易に想到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有される。また、図
面は説明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模
式的に表す場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない
。また、本明細書と各図において、同一又は類似の構成要素には同一の符号を付し、詳細
な説明を省略することがある。
【０００９】
　図１は、本実施形態に係るセンサ付き表示装置の構成を概略的に示す斜視図である。な
お、本実施形態においては、表示装置が液晶表示装置である場合について説明するが、こ
れに限らず、有機エレクトロルミネッセンス表示装置等の自発光型表示装置、あるいは電
気泳動素子等を有する電子ペーパ型表示装置等、あらゆるフラットパネル型の表示装置で
あってもよい。また、本実施形態に係るセンサ付き表示装置は、例えばスマートフォン、
タブレット端末、携帯電話端末、ノートブックタイプのパーソナルコンピュータ、ゲーム
機器等の種々の装置に用いることができる。
【００１０】
　液晶表示装置ＤＳＰは、アクティブマトリクス型の液晶表示パネルＰＮＬ、液晶表示パ
ネルＰＮＬを駆動する駆動ＩＣチップＩＣ１、静電容量型のセンサＳＥ、センサＳＥを駆
動する駆動ＩＣチップＩＣ２、液晶表示パネルＰＮＬを照明するバックライトユニットＢ
Ｌ、制御モジュールＣＭ、フレキシブル配線基板ＦＰＣ１，ＦＰＣ２，ＦＰＣ３などを備
える。
【００１１】
　液晶表示パネルＰＮＬは、第１基板ＳＵＢ１と、第１基板ＳＵＢ１に対向配置された第
２基板ＳＵＢ２と、第１基板ＳＵＢ１と第２基板ＳＵＢ２との間に挟持された液晶層（後
述する液晶層ＬＱ）と、を備える。なお、本実施形態において、第１基板ＳＵＢ１をアレ
イ基板と、第２基板ＳＵＢ２を対向基板と、それぞれ言い換えることができる。液晶表示
パネルＰＮＬは、画像を表示する表示領域（アクティブエリア）ＤＡを備える。この液晶
表示パネルＰＮＬは、バックライトユニットＢＬからのバックライト光を選択的に透過す
ることで画像を表示する透過表示機能を備えた透過型である。なお、液晶表示パネルＰＮ
Ｌは、透過表示機能に加えて、外光を選択的に反射することで画像を表示する反射表示機
能を備えた半透過型であってもよい。
【００１２】
　バックライトユニットＢＬは、第１基板ＳＵＢ１の背面側に配置される。このようなバ
ックライトユニットＢＬとしては、光源として発光ダイオード（ＬＥＤ）を利用したもの
など種々の形態が適用可能である。なお、液晶表示パネルＰＮＬが反射表示機能のみを備
えた反射型である場合、液晶表示装置ＤＳＰはバックライトユニットＢＬを備えない。
【００１３】
　センサＳＥは、複数の検出電極Ｒｘを備える。これらの検出電極Ｒｘは、例えば液晶表
示パネルＰＮＬの表示面の上方において、表示面と平行な検出面（Ｘ－Ｙ平面）に設けら
れている。図示した例では、各検出電極Ｒｘは、概ねＸ方向に延出し、Ｙ方向に並んでい
る。なお、各検出電極Ｒｘは、Ｙ方向に延出しＸ方向に並んでいてもよいし、島状に形成
されＸ方向及びＹ方向にマトリクス状に配置されていてもよい。ここでは、Ｘ方向及びＹ
方向は、互いに直交している。
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【００１４】
　駆動ＩＣチップＩＣ１は、液晶表示パネルＰＮＬの第１基板ＳＵＢ１上に搭載されてい
る。フレキシブル配線基板ＦＰＣ１は、液晶表示パネルＰＮＬと制御モジュールＣＭとを
接続している。フレキシブル配線基板ＦＰＣ２は、センサＳＥの検出電極Ｒｘと制御モジ
ュールＣＭとを接続している。駆動ＩＣチップＩＣ２は、フレキシブル配線基板ＦＰＣ２
上に搭載されている。フレキシブル配線基板ＦＰＣ３は、バックライトユニットＢＬと制
御モジュールＣＭとを接続している。
【００１５】
　図２は、図１に示した液晶表示装置ＤＳＰの基本構成及び等価回路を概略的に示す図で
ある。液晶表示装置ＤＳＰは、液晶表示パネルＰＮＬなどに加えて、表示領域ＤＡの外側
の非表示領域ＮＤＡにおいて、ソース線駆動回路ＳＤ、ゲート線駆動回路ＧＤ、共通電極
駆動回路ＣＤなどを備える。
【００１６】
　液晶表示パネルＰＮＬは、表示領域ＤＡにおいて、複数の副画素ＳＰＸを備える。複数
の副画素ＳＰＸは、Ｘ方向及びＹ方向に沿ってｉ×ｊ（ｉ，ｊは正の整数）のマトリクス
状に設けられる。各副画素ＳＰＸは、例えば赤色、緑色、青色、白色などの色に対応して
設けられる。それぞれ異なる色に対応する複数の副画素ＳＰＸによって、カラー画像を構
成する最小単位である単位画素ＰＸが構成される。また、液晶表示パネルＰＮＬは、表示
領域ＤＡにおいて、ｊ本のゲート線Ｇ（Ｇ１～Ｇｊ）、ｉ本のソース線Ｓ（Ｓ１～Ｓｉ）
、共通電極ＣＥなどを備える。
【００１７】
　ゲート線Ｇは、Ｘ方向に略直線的に延出し、表示領域ＤＡの外側に引き出され、ゲート
線駆動回路ＧＤに接続されている。また、ゲート線Ｇは、Ｙ方向に間隔を置いて並べられ
ている。ソース線Ｓは、Ｙ方向に略直線的に延出し、表示領域ＤＡの外側に引き出され、
ソース線駆動回路ＳＤに接続されている。また、ソース線Ｓは、Ｘ方向に間隔を置いて並
べられ、ゲート線Ｇと交差している。なお、ゲート線Ｇ及びソース線Ｓは、必ずしも直線
的に延出していなくてもよく、それらの一部が屈曲していてもよい。共通電極ＣＥは、表
示領域ＤＡの外側に引き出され、共通電極駆動回路ＣＤに接続されている。この共通電極
ＣＥは、複数の副画素ＳＰＸで共用される。共通電極ＣＥの詳細については後述する。
【００１８】
　図３は、図２に示した副画素ＳＰＸを示す等価回路図である。各副画素ＳＰＸは、スイ
ッチング素子ＰＳＷ、画素電極ＰＥ、共通電極ＣＥ、液晶層ＬＱなどを備える。スイッチ
ング素子ＰＳＷは、例えば薄膜トランジスタで形成されている。スイッチング素子ＰＳＷ
は、ゲート線Ｇ及びソース線Ｓと電気的に接続されている。スイッチング素子ＰＳＷは、
トップゲート型あるいはボトムゲート型のいずれであってもよい。また、スイッチング素
子ＰＳＷの半導体層は、例えば、ポリシリコンによって形成されるが、アモルファスシリ
コンや酸化物半導体などによって形成されてもよい。画素電極ＰＥは、スイッチング素子
ＰＳＷに電気的に接続されている。画素電極ＰＥは、共通電極ＣＥと対向している。共通
電極ＣＥ及び画素電極ＰＥは、保持容量ＣＳを形成する。
【００１９】
　図４は、液晶表示装置ＤＳＰの一部の構造を概略的に示す断面図である。液晶表示装置
ＤＳＰは、上述した液晶表示パネルＰＮＬ及びバックライトユニットＢＬに加えて、第１
光学素子ＯＤ１及び第２光学素子ＯＤ２なども備える。なお、図示した液晶表示パネルＰ
ＮＬは、表示モードとしてＦＦＳ（Fringe Field Switching）モードに対応した構成を有
しているが、他の表示モードに対応した構成を有していてもよい。
【００２０】
　液晶表示パネルＰＮＬは、第１基板ＳＵＢ１、第２基板ＳＵＢ２、及び、液晶層ＬＱを
備える。第１基板ＳＵＢ１と第２基板ＳＵＢ２とは所定のセルギャップを形成した状態で
貼り合わされている。液晶層ＬＱは、第１基板ＳＵＢ１と第２基板ＳＵＢ２との間のセル
ギャップに保持されている。
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【００２１】
　第１基板ＳＵＢ１は、ガラス基板や樹脂基板などの光透過性を有する第１絶縁基板１０
を用いて形成されている。第１基板ＳＵＢ１は、第１絶縁基板１０の面のうち第２基板Ｓ
ＵＢ２に対向する面に、ソース線Ｓ、共通電極ＣＥ、画素電極ＰＥ、第１絶縁膜１１、第
２絶縁膜１２、第３絶縁膜１３、第１配向膜ＡＬ１などを備える。
【００２２】
　第１絶縁膜１１は、第１絶縁基板１０の上に配置されている。なお、詳述しないが、第
１絶縁基板１０と第１絶縁膜１１との間には、ゲート線Ｇ、スイッチング素子のゲート電
極及び半導体層などが配置されている。ソース線Ｓは、第１絶縁膜１１の上に形成されて
いる。また、スイッチング素子ＰＳＷのソース電極やドレイン電極なども第１絶縁膜１１
の上に形成されている。
【００２３】
　第２絶縁膜１２は、ソース線Ｓ及び第１絶縁膜１１の上に配置されている。共通電極Ｃ
Ｅは、第２絶縁膜１２の上に形成されている。このような共通電極ＣＥは、インジウム錫
酸化物（Indium Tin Oxide:ＩＴＯ）やインジウム亜鉛酸化物（Indium Zinc Oxide:ＩＺ
Ｏ）などの透明な導電材料によって形成されている。なお、図示した例では、共通電極Ｃ
Ｅの上に金属層ＭＬが形成され、共通電極ＣＥを低抵抗化しているが、金属層ＭＬは省略
してもよい。
【００２４】
　第３絶縁膜１３は、共通電極ＣＥ及び第２絶縁膜１２の上に配置されている。画素電極
ＰＥは、第３絶縁膜１３の上に形成されている。各画素電極ＰＥは、隣接するソース線Ｓ
の間にそれぞれ位置し、共通電極ＣＥと対向している。また、各画素電極ＰＥは、共通電
極ＣＥと対向する位置にスリットＳＬを有している。このような画素電極ＰＥは、例えば
、ＩＴＯやＩＺＯなどの透明な導電材料によって形成されている。第１配向膜ＡＬ１は、
画素電極ＰＥ及び第３絶縁膜１３を覆っている。
【００２５】
　一方、第２基板ＳＵＢ２は、ガラス基板や樹脂基板などの光透過性を有する第２絶縁基
板２０を用いて形成されている。第２基板ＳＵＢ２は、第２絶縁基板２０の第１基板ＳＵ
Ｂ１に対向する側に、ブラックマトリクスＢＭ、カラーフィルタＣＦＲ、ＣＦＧ、ＣＦＢ
、オーバーコート層ＯＣ、第２配向膜ＡＬ２などを備える。
【００２６】
　ブラックマトリクスＢＭは、第２絶縁基板２０の内面に形成され、各副画素ＳＰＸを区
画している。
【００２７】
　カラーフィルタＣＦＲ、ＣＦＧ、ＣＦＢは、それぞれ第２絶縁基板２０の内面に形成さ
れ、それらの一部がブラックマトリクスＢＭに重なっている。カラーフィルタＣＦＲは、
赤色の副画素ＳＰＸＲに配置された赤色カラーフィルタであり、赤色の樹脂材料によって
形成されている。カラーフィルタＣＦＧは、緑色の副画素ＳＰＸＧに配置された緑色カラ
ーフィルタであり、緑色の樹脂材料によって形成されている。カラーフィルタＣＦＢは、
青色の副画素ＳＰＸＢに配置された青色カラーフィルタであり、青色の樹脂材料によって
形成されている。図示した例は、単位画素ＰＸが赤色、緑色、青色にそれぞれ対応する副
画素ＳＰＸＲ，ＳＰＸＧ，ＳＰＸＢによって構成されている。但し、単位画素ＰＸは、上
記の３個の副画素ＳＰＸＲ，ＳＰＸＧ，ＳＰＸＢの組み合わせによるものに限られない。
例えば、単位画素ＰＸは、副画素ＳＰＸＲ，ＳＰＸＧ，ＳＰＸＢに加えて、白色の副画素
ＳＰＸＷの４個の副画素ＳＰＸによって構成されてもよい。この場合、白色あるいは透明
のカラーフィルタが副画素ＳＰＸＷに配置されてもよいし、副画素ＳＰＸＷのカラーフィ
ルタそのものを省略してもよい。あるいは、白色に代えて、他の色、例えば黄色の副画素
を配置してもよい。
【００２８】
　オーバーコート層ＯＣは、カラーフィルタＣＦＲ、ＣＦＧ、ＣＦＢを覆っている。オー
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バーコート層ＯＣは、透明な樹脂材料によって形成されている。第２配向膜ＡＬ２は、オ
ーバーコート層ＯＣを覆っている。
　検出電極Ｒｘは、第２絶縁基板２０の外面側に形成されている。すなわち、本実施形態
において、上記の検出面は、第２絶縁基板２０の外面側に位置する。この検出電極Ｒｘの
詳細な構造については後述する。
【００２９】
　図１及び図４から明らかなように、検出電極Ｒｘ及び共通電極ＣＥは、表示領域ＤＡの
法線方向において異なる層に配置され、第３絶縁膜１３、第１配向膜ＡＬ１、液晶層ＬＱ
、第２配向膜ＡＬ２、オーバーコート層ＯＣ、カラーフィルタＣＦＲ、ＣＦＧ、ＣＦＢ、
第２絶縁基板２０といった誘電体を挟んで対向する。
【００３０】
　第１光学素子ＯＤ１は、第１絶縁基板１０とバックライトユニットＢＬとの間に配置さ
れている。第２光学素子ＯＤ２は、検出電極Ｒｘの上方に配置されている。第１光学素子
ＯＤ１及び第２光学素子ＯＤ２は、それぞれ少なくとも偏光板を含んでおり、必要に応じ
て位相差板を含んでいてもよい。
【００３１】
　次に、上記したＦＦＳモードの液晶表示装置ＤＳＰにおいて画像を表示する表示駆動時
の動作について説明する。まず、液晶層ＬＱに電圧が印加されていないオフ状態について
説明する。オフ状態は、画素電極ＰＥと共通電極ＣＥとの間に電位差が形成されていない
状態に相当する。このようなオフ状態では、液晶層ＬＱに含まれる液晶分子は、第１配向
膜ＡＬ１及び第２配向膜ＡＬ２の配向規制力によりＸ－Ｙ平面内において一方向に初期配
向している。バックライトユニットＢＬからのバックライト光の一部は、第１光学素子Ｏ
Ｄ１の偏光板を透過し、液晶表示パネルＰＮＬに入射する。液晶表示パネルＰＮＬに入射
した光は、偏光板の吸収軸と直交する直線偏光である。このような直線偏光の偏光状態は
、オフ状態の液晶表示パネルＰＮＬを通過した際にほとんど変化しない。このため、液晶
表示パネルＰＮＬを透過した直線偏光のほとんどが、第２光学素子ＯＤ２の偏光板によっ
て吸収される（黒表示）。
【００３２】
　続いて、液晶層ＬＱに電圧が印加されたオン状態について説明する。オン状態は、画素
電極ＰＥと共通電極ＣＥとの間に電位差が形成された状態に相当する。つまり、共通電極
ＣＥにコモン駆動信号が供給され、これにより共通電極ＣＥがコモン電位に設定される。
また、画素電極ＰＥにコモン電位に対して電位差を形成するような映像信号が供給される
。これらにより、オン状態では、画素電極ＰＥと共通電極ＣＥとの間にフリンジ電界が形
成される。このようなオン状態では、液晶分子は、Ｘ－Ｙ平面内において、初期配向方向
とは異なる方位に配向する。オン状態では、第１光学素子ＯＤ１の偏光板の吸収軸と直交
する直線偏光は、液晶表示パネルＰＮＬに入射し、その偏光状態は、液晶層ＬＱを通過す
る際に液晶分子の配向状態に応じて変化する。このため、オン状態においては、液晶層Ｌ
Ｑを通過した少なくとも一部の光は、第２光学素子ＯＤ２の偏光板を透過する（白表示）
。このような構成により、ノーマリーブラックモードが実現される。
【００３３】
　次に、本実施形態の液晶表示装置ＤＳＰに搭載される静電容量型のセンサＳＥについて
説明する。図５は、センサＳＥの構成の一例を概略的に示す平面図である。この図に示す
、センサＳＥは、第１基板ＳＵＢ１の共通電極ＣＥ及び第２基板ＳＵＢ２の検出電極Ｒｘ
によって構成される。すなわち、共通電極ＣＥは、表示用の電極として機能するとともに
、センサ駆動用の電極としても機能する。
【００３４】
　液晶表示パネルＰＮＬは、上記の共通電極ＣＥ及び検出電極Ｒｘに加えて、リード線Ｌ
を備える。共通電極ＣＥ及び検出電極Ｒｘは、表示領域ＤＡに配置されている。図示した
例では、共通電極ＣＥは、複数の分割電極Ｃを備える。各分割電極Ｃは、表示領域ＤＡに
おいてＹ方向に略直線的に延びるとともに、Ｘ方向に間隔を置いて並ぶ。検出電極Ｒｘは



(9) JP 6329817 B2 2018.5.23

10

20

30

40

50

、表示領域ＤＡにおいてＸ方向に略直的に延びるとともに、Ｙ方向に間隔をおいて並ぶ。
つまり、ここでは、検出電極Ｒｘは、分割電極Ｃと交差する方向に延出している。これら
の共通電極ＣＥ及び検出電極Ｒｘは、上記の通り、各種誘電体を挟んで対向している。
【００３５】
　なお、分割電極Ｃの個数やサイズ、形状は特に限定されるものではなく種々変更可能で
ある。また、共通電極ＣＥは、Ｙ方向に間隔を置いて並び、Ｘ方向に略直線的に延出して
いてもよい。さらには、共通電極ＣＥは、分割されることなく、表示領域ＤＡにおいて連
続的に形成された単個の平板電極であってもよい。
【００３６】
　検出電極Ｒｘが配置される検出面内において、隣接する検出電極Ｒｘの間には、ダミー
電極ＤＲが配置されている。ダミー電極ＤＲは、検出電極Ｒｘと同じく、Ｘ方向に略直線
的に延びる。このようなダミー電極ＤＲは、リード線Ｌなどの配線には接続されず、電気
的にフローティング状態にある。ダミー電極ＤＲは、物体の接触あるいは接近の検出には
寄与しない。そのため、ダミー電極ＤＲは、物体を検出するとの観点からは設けなくもよ
い。しかし、ダミー電極ＤＲを設けないと、液晶表示パネルＰＮＬの画面が光学的に不均
一となる恐れがある。そのため、ダミー電極ＤＲを設けることが好ましい。
【００３７】
　リード線Ｌは、非表示領域ＮＤＡに配置され、検出電極Ｒｘと一対一で電気的に接続さ
れている。リード線Ｌの各々は、検出電極Ｒｘからのセンサ出力値を出力する。リード線
Ｌは、例えば、検出電極Ｒｘと同様に、第２基板ＳＵＢ２に配置されている。
　液晶表示装置ＤＳＰは、さらに、非表示領域ＮＤＡに配置された共通電極駆動回路ＣＤ
を備える。分割電極Ｃのそれぞれは、共通電極駆動回路ＣＤに電気的に接続されている。
共通電極駆動回路ＣＤは、共通電極ＣＥに対して、各副画素ＳＰＸを駆動するためのコモ
ン駆動信号（第１駆動信号）、及び、センサＳＥを駆動するためのセンサ駆動信号（第２
駆動信号）を選択的に供給する。例えば共通電極駆動回路ＣＤは、表示領域ＤＡに画像を
表示する表示駆動時にコモン駆動信号を供給し、検出面への物体の近接又は接触を検出す
るセンシング駆動時にセンサ駆動信号を供給する。
【００３８】
　フレキシブル配線基板ＦＰＣ２は、リード線Ｌの各々と電気的に接続されている。検出
回路ＲＣは、例えば、駆動ＩＣチップＩＣ２に内蔵されている。この検出回路ＲＣは、検
出電極Ｒｘからのセンサ出力値に基づいて、液晶表示装置ＤＳＰへの物体の接触あるいは
接近を検出する。さらに、検出回路ＲＣは、物体が接触あるいは接近した箇所の位置情報
を検出することも可能である。なお、検出回路ＲＣは、制御モジュールＣＭに備えられて
いてもよい。
【００３９】
　次に、液晶表示装置ＤＳＰが物体の接触あるいは接近を検出する動作について、図６を
参照しながら説明する。分割電極Ｃと検出電極Ｒｘとの間には、容量Ｃｃが存在する。共
通電極駆動回路ＣＤは、分割電極Ｃの各々に所定の周期でパルス状のセンサ駆動信号Ｖｗ
を供給する。図６の例では、利用者の指が特定の検出電極Ｒｘと分割電極Ｃとが交差する
位置に近接して存在するものとする。検出電極Ｒｘに近接している利用者の指により、容
量Ｃｘが生じる。分割電極Ｃにパルス状のセンサ駆動信号Ｖｗが供給されたときに、特定
の検出電極Ｒｘからは、他の検出電極から得られるパルスよりもレベルの低いパルス状の
センサ出力値Ｖｒが得られる。このセンサ出力値Ｖｒは、リード線Ｌを介して検出回路Ｒ
Ｃに供給される。
【００４０】
　検出回路ＲＣは、センサ駆動信号Ｖｗが分割電極Ｃに供給されるタイミングと、各検出
電極Ｒｘからのセンサ出力値Ｖｒとに基づいて、Ｘ－Ｙ平面（検出面）内での指の２次元
位置情報を検出する。また、容量Ｃｘは、指が検出電極Ｒｘに近い場合と、遠い場合とで
異なる。このため、センサ出力値Ｖｒのレベルも指が検出電極Ｒｘに近い場合と、遠い場
合とで異なる。したがって、検出回路ＲＣは、センサ出力値Ｖｒのレベルに基づいて、セ
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ンサＳＥに対する指の近接度（センサＳＥの法線方向の距離）を検出することもできる。
【００４１】
　以上説明したセンサＳＥの検出方式は、例えば、相互容量方式、又は、ミューチャル検
出（Mutual-Capacitive Sensing）方式などと呼ばれる。センサＳＥの検出方式は、この
ミューチャル検出方式に限られず、他の方式であってもよい。例えば、センサＳＥは、以
下に説明する検出方式を適用することもできる。この検出方式は、例えば、自己容量方式
、又は、セルフ検出（Self-Capacitive Sensing）方式などと呼ばれる。
【００４２】
　図７及び図８は、セルフ検出方式において、液晶表示装置ＤＳＰが物体の接触あるいは
接近を検出する動作を説明するための図である。図７及び図８に示す検出電極Ｒｘは、島
状に形成され、表示領域ＤＡにおいてＸ方向及びＹ方向にマトリクス状に配列されている
。リード線Ｌの一端は、検出電極Ｒｘと一対一で電気的に接続されている。リード線Ｌの
他端は、例えば図５に示した例と同じく、検出回路ＲＣが内蔵された駆動ＩＣチップＩＣ
２を備えるフレキシブル配線基板ＦＰＣ２に接続されている。図７及び図８の例では、利
用者の指が特定の検出電極Ｒｘに近接して存在するものとする。検出電極Ｒｘに近接して
いる利用者の指により、容量Ｃｘが生じる。
【００４３】
　図７に示すように、検出回路ＲＣは、検出電極Ｒｘの各々に所定の周期でパルス状のセ
ンサ駆動信号Ｖｗ（駆動電圧）を供給する。このセンサ駆動信号Ｖｗにより、検出電極Ｒ
ｘ自体が有する容量が充電される。
　センサ駆動信号Ｖｗを供給した後、図８に示すように、検出回路ＲＣは、検出電極Ｒｘ
の各々からセンサ出力値Ｖｒを読み取る。このセンサ出力値Ｖｒは、例えば、検出電極Ｒ
ｘ自体の容量に蓄えられた電荷量に相当する。このようなセンサ出力値Ｖｒは、Ｘ－Ｙ平
面（検出面）内に配列された各検出電極Ｒｘのうち、指との間の容量Ｃｘが発生している
検出電極Ｒｘと、その他の検出電極Ｒｘとで異なる値となる。したがって、検出回路ＲＣ
は、各検出電極Ｒｘのセンサ出力値Ｖｒに基づいて、Ｘ－Ｙ平面内での指の２次元位置情
報を検出することができる。
【００４４】
　セルフ検出方式におけるセンサＳＥの駆動方法の具体例につき、図９を用いて説明する
。この図の例においては、１フレーム（１Ｆ）期間のうちの表示動作期間Ｐｄに行われる
表示動作と、表示動作期間Ｐｄから外れた検出動作期間Ｐｓに行われる入力位置情報の検
出動作と、が繰り返し行われる。検出動作期間Ｐｓは、例えば表示動作が休止されるブラ
ンキング期間である。
【００４５】
　表示動作期間Ｐｄにおいては、ゲート線駆動回路ＧＤがゲート線Ｇに制御信号を供給し
、ソース線駆動回路ＳＤがソース線Ｓに映像信号Ｖｓｉｇを供給し、共通電極駆動回路Ｃ
Ｄが共通電極ＣＥ（分割電極Ｃ）にコモン駆動信号Ｖｃｏｍ（コモン電圧）を供給して、
液晶表示パネルＰＮＬが駆動される。
【００４６】
　検出動作期間Ｐｓには、液晶表示パネルＰＮＬへの制御信号、映像信号Ｖｓｉｇ及びコ
モン駆動信号Ｖｃｏｍの入力が休止され、センサＳＥが駆動される。センサＳＥを駆動す
る際、検出回路ＲＣが検出電極Ｒｘにセンサ駆動信号Ｖｗを供給し、検出電極Ｒｘに生じ
た静電容量の変化を示すセンサ出力値Ｖｒを読取り、センサ出力値Ｖｒに基づいて入力位
置情報を演算する。この検出動作期間Ｐｓにおいて、共通電極駆動回路ＣＤは、検出電極
Ｒｘに供給するセンサ駆動信号Ｖｗと同一波形を有する電位調整信号Ｖａをセンサ駆動信
号Ｖｗと同期して共通電極ＣＥに供給している。ここで、上記同一波形とは、センサ駆動
信号Ｖｗと電位調整信号Ｖａとが、位相、振幅及び周期に関して同一であることを言う。
このような電位調整信号Ｖａを共通電極ＣＥに供給することで、検出電極Ｒｘと共通電極
ＣＥとの間の浮遊容量（寄生容量）が除去され、正確な入力位置情報の演算が可能となる
。
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【００４７】
　図１０は、マトリクス状に配列された検出電極Ｒｘの一例を概略的に示す図である。こ
の図の例においては、検出電極Ｒｘ１，Ｒｘ２，Ｒｘ３がＹ方向に並んでいる。検出電極
Ｒｘ１は、リード線Ｌ１を介してパッドＰＤ１と接続されている。検出電極Ｒｘ２は、リ
ード線Ｌ２を介してパッドＰＤ２と接続されている。検出電極Ｒｘ３は、パッドＰＤ３に
直に接続されている。パッドＰＤ１～ＰＤ３は、フレキシブル配線基板ＦＰＣ２に接続さ
れている。検出電極Ｒｘ１～Ｒｘ３は、例えば、金属材料によって形成された細線片（後
述する細線片Ｔ）をメッシュ状に接続して構成されている。但し、検出電極Ｒｘ１～Ｒｘ
３は、図１０に示す構成に限定されるものではなく、後述する各実施例に示す構成など種
々の構成を適用できる。
【００４８】
　検出電極Ｒｘ１～Ｒｘ３、リード線Ｌ１，Ｌ２、及びパッドＰＤ１～ＰＤ３は、Ｘ方向
に一定の間隔を空けて繰り返し配置されている。Ｘ方向に隣り合う検出電極Ｒｘ１～Ｒｘ
３と検出電極Ｒｘ１～Ｒｘ３との間には、ダミー電極ＤＲが配置されている。ダミー電極
ＤＲは、例えば、検出電極Ｒｘ１～Ｒｘ３と同じく、金属材料によって形成された細線片
により構成されている。図１０の例において、ダミー電極ＤＲを構成する細線片は、検出
電極Ｒｘ１～Ｒｘ３と同様のメッシュ状に配置されている。但し、ダミー電極ＤＲを構成
する細線片は互いに接続されておらず、かつ検出電極Ｒｘ１～Ｒｘ３、リード線Ｌ１，Ｌ
２、及びパッドＰＤ１～ＰＤ３などにも接続されておらず、電気的にフローティング状態
にある。このように、検出電極Ｒｘと類似の形状を有するダミー電極ＤＲを配置すること
により、液晶表示パネルＰＮＬの画面を光学的に均一に保つことができる。
【００４９】
　続いて、検出電極Ｒｘの詳細な構造について説明する。なお、以下に説明する検出電極
Ｒｘの構造は、上述したミューチャル検出方式及びセルフ検出方式などの検出方式によら
ず適用可能である。
　検出電極Ｒｘは、金属材料によって形成された細線片（後述する細線片Ｔ）を組み合わ
せて構成される電極パターン（後述する電極パターンＰＴ）を有する。細線片の材料とし
ては、例えばアルミニウム（Ａｌ）、チタン（Ｔｉ）、銀（Ａｇ）、モリブデン（Ｍｏ）
、タングステン（Ｗ）、銅（Ｃｕ）、クロム（Ｃｒ）、或いはこれらを含む合金を用いる
ことができる。細線片の幅は、各画素の透過率を著しく低下させず、且つ断線し難い程度
に定めることが好ましい。一例として、細線片の幅は、３μｍ以上かつ１０μｍ以下の範
囲内で定める。
【００５０】
　検出電極Ｒｘの電極パターンにつき、図１１を用いて説明する。電極パターンを決定す
るに際して、先ず図１１に示す格子ＧＲＤを想定する。この格子ＧＲＤは、ピッチＰ１で
配置されるとともに互いに平行に並ぶ複数の第１ラインＬ１と、ピッチＰ２で配置される
とともに互いに平行に並ぶ複数の第２ラインＬ２とで規定される。図１１においては、ピ
ッチＰ１，Ｐ２が等しく（Ｐ１＝Ｐ２）、且つ第１ラインＬ１と第２ラインＬ２とが直交
している。すなわち、図１１の例において、隣り合う２本の第１ラインＬ１と、隣り合う
２本の第２ラインＬ２とで規定される１つのセルＣＬは、正方形である。なお、ピッチＰ
１，Ｐ２は異なる値であってもよい。また、第１ラインＬ１と第２ラインＬ２とは鋭角（
或いは鈍角）を以って交わってもよい。
【００５１】
　検出電極Ｒｘの電極パターンＰＴは、このような格子ＧＲＤに含まれる第１ラインＬ１
と第２ラインＬ２の交点のうち、隣り合う交点の間に細線片Ｔを選択的に配置することで
構成されるパターンである。本実施形態において、隣り合う交点とは、１本の第１ライン
Ｌ１上で連続する交点、及び、１本の第２ラインＬ２上で連続する交点を意味する。すな
わち、細線片Ｔとしては、図１１に示す細線片Ｔａ，Ｔｂの２種類が使用され得る。
【００５２】
　図１１（ａ）に示すように、第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１は第１方向Ｄ１（画素配
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列方向）に対して角度θ１だけ傾いており、第２ラインＬ２の延出方向ＤＬ２は第１方向
Ｄ１に対して角度θ２だけ傾いている。なお、角度θ１は、第１方向Ｄ１から延出方向Ｄ
Ｌ１までの時計回りの角度と反時計回りの角度のうち小さい一方に相当する。したがって
、角度θ１は９０°以下の角度である。また、角度θ２は、第１方向Ｄ１から延出方向Ｄ
Ｌ２までの時計回りの角度と反時計回りの角度のうち小さい一方に相当する。したがって
、角度θ２は９０°以下の角度である。第１方向Ｄ１は、表示領域ＤＡにおいて、人間の
視感度が最も高い副画素ＳＰＸが並ぶ方向である。また、この第１方向Ｄ１と直交する方
向を第２方向Ｄ２と定義する。
【００５３】
　副画素ＳＰＸと第１方向Ｄ１との関係につき、図１２を用いて説明する。図１２は、表
示領域ＤＡにおいてＸ方向及びＹ方向に並ぶ複数の単位画素ＰＸの一部を示す。各単位画
素ＰＸは、赤色、緑色、青色の副画素ＳＰＸＲ，ＳＰＸＧ，ＳＰＸＢにて構成されている
。赤色、緑色、青色の副画素ＳＰＸは、いずれもＹ方向に並ぶ。赤色、緑色、青色のうち
で、人間の視感度が最も高い色は緑色である。したがって、この図の例において、第１方
向Ｄ１は、緑色の副画素ＳＰＸＧが並ぶＹ方向と一致する。また、第２方向Ｄ２は、Ｘ方
向と一致する。
【００５４】
　ここで、第１ラインＬ１及び第２ラインＬ２を定めるための条件について説明する。図
１２に示すように、単位画素ＰＸの第１方向Ｄ１における長さを第１単位長さｄ１と定義
し、単位画素ＰＸの第２方向Ｄ２における長さを第２単位長さｄ２と定義する。　
　第１ラインＬ１及び第２ラインＬ２の延出方向ＤＬ１，ＤＬ２の第１方向Ｄ１に対する
角度θ１，θ２、第１ラインＬ１及び第２ラインＬ２が配列されるピッチＰ１，Ｐ２は、
以下の条件１、条件２が満足されるように定められる。
【００５５】
［条件１］
　第１ラインＬ１及び第２ラインＬ２が、第１単位長さｄ１に２以上の第１整数Ｍ（Ｍ≧
２）を乗じた値と、第２単位長さｄ２に第１整数Ｍと異なる２以上の第２整数Ｎ（Ｎ≧２
，Ｍ≠Ｎ）を乗じた値との比の逆正接（ａｔａｎ）に相当する角度（θ１，θ２）だけ第
１方向Ｄ１に対して傾く。
　格子ＧＲＤを規定するためには、第１ラインＬ１の傾きを定めるにあたっての第１整数
Ｍ及び第２整数Ｎの組み合わせと、第２ラインＬ２の傾きを定めるにあたっての第１整数
Ｍ及び第２整数Ｎの組み合わせとが異なる必要がある。第１ラインＬ１の傾きを定めるに
あたっての第１整数Ｍ及び第２整数Ｎをそれぞれ第１整数Ｍ１（Ｍ１≧２）及び第２整数
Ｎ１（Ｎ１≧２，Ｍ１≠Ｎ１）と定義し、第２ラインＬ２の傾きを定めるにあたっての第
１整数Ｍ及び第２整数Ｎをそれぞれ第１整数Ｍ２（Ｍ２≧２）及び第２整数Ｎ２（Ｎ２≧
２，Ｍ２≠Ｎ２）と定義すると、条件１は以下の式（１）（２）によって表すことができ
る。　
　　　θ１＝ａｔａｎ［（Ｎ１×ｄ２）／（Ｍ１×ｄ１）］…（１）　
　　　θ２＝ａｔａｎ［（Ｎ２×ｄ２）／（Ｍ２×ｄ１）］…（２）　
　但し、Ｍ１：Ｎ１≠Ｍ２：Ｎ２である。
【００５６】
［条件２］
　格子ＧＲＤにおいて、各第１ラインＬ１と各第２ラインＬ２の交点の配列方向Ｄｓが、
第１単位長さｄ１に２以上の第１整数ｍ（ｍ≧２）を乗じた値と、第２単位長さｄ２に第
１整数ｍと異なる２以上の第２整数ｎ（ｎ≧２，ｍ≠ｎ）を乗じた値との比の逆正接（ａ
ｔａｎ）に相当する角度だけ第１方向Ｄ１から傾く。　
【００５７】
　ここで、交点の配列方向Ｄｓとしては、図１１に示す第１配列方向Ｄｓ１、第２配列方
向Ｄｓ２、第３配列方向Ｄｓ３、第４配列方向Ｄｓ４を想定する。第１配列方向Ｄｓ１及
び第２配列方向Ｄｓ２は、格子ＧＲＤに含まれる各セルＣＬの対角線方向である。第３配
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列方向Ｄｓ３は、第１ラインＬ１と平行な方向である。第４配列方向Ｄｓ４は、第２ライ
ンＬ２と平行な方向である。図１１から明らかなように、第３配列方向Ｄｓ３及び第４配
列方向Ｄｓ４は、第１ラインＬ１及び第２ラインＬ２が上記の条件１を満たす限り、条件
２を満たす。したがって、第１配列方向Ｄｓ１及び第２配列方向Ｄｓ２が上記の傾きの条
件を満たせばよい。
【００５８】
　図１１（ｂ）に示すように、第１配列方向Ｄｓ１の第１方向Ｄ１に対する傾き角度をφ
１と定義し、第２配列方向Ｄｓ２の第１方向Ｄ１に対する傾き角度をφ２と定義する。な
お、角度φ１は、第１方向Ｄ１から第１配列方向Ｄｓ１までの時計回りの角度と反時計回
りの角度のうち小さい一方に相当する。したがって、角度φ１は９０°以下の角度である
。また、角度φ２は、第１方向Ｄ１から第２配列方向Ｄｓ２までの時計回りの角度と反時
計回りの角度のうち小さい一方に相当する。したがって、角度φ２は９０°以下の角度で
ある。第１配列方向Ｄｓ１の傾きを定めるにあたっての第１整数ｍ及び第２整数ｎをそれ
ぞれ第１整数ｍ１（ｍ１≧２）及び第２整数ｎ１（ｎ１≧２，ｍ１≠ｎ１）と定義し、第
２配列方向Ｄｓ２の傾きを定めるにあたっての第１整数ｍ及び第２整数ｎをそれぞれ第１
整数ｍ２（ｍ２≧２）及び第２整数ｎ２（ｎ２≧２，ｍ２≠ｎ２）と定義すると、条件２
は以下の式（３）（４）によって表すことができる。　
　　　φ１＝ａｔａｎ［（ｎ１×ｄ２）／（ｍ１×ｄ１）］…（３）　
　　　φ２＝ａｔａｎ［（ｎ２×ｄ２）／（ｍ２×ｄ１）］…（４）　
　但し、ｍ１：ｎ１≠ｍ２：ｎ２である。　
　以上の条件１，２が満たされるように、角度θ１，θ２及び各ピッチＰ１，Ｐ２が定め
られる。
【００５９】
　次に、上記のような条件１，２を採用する理由について述べる。　
　先ず、条件１を採用する理由につき、図１３及び図１４を用いて説明する。図１３は、
細線片Ｔａ，Ｔｂと同程度の幅を有する直線状の金属線を互いに平行に所定ピッチで複数
本並べた電極パターンを、タイプ（Ａ），（Ｂ）の液晶表示パネルＰＮＬ上に配置し、モ
アレを評価した結果を示す。タイプ（Ａ）の液晶表示パネルＰＮＬは、図１２に示したよ
うに、赤色の副画素ＳＰＸＲ、緑色の副画素ＳＰＸＧ、青色の副画素ＳＰＸＢをＸ方向に
配列した単位画素ＰＸが、Ｘ方向及びＹ方向に沿ってマトリクス状に配列された表示領域
ＤＡを有する。タイプ（Ａ）における単位画素ＰＸの第１単位長さｄ１及び第２単位長さ
ｄ２は、いずれも９０μｍである。図１２の説明にて上述した通り、タイプ（Ａ）におい
ては、第１方向Ｄ１がＹ方向と一致し、第２方向Ｄ２がＸ方向と一致する。
【００６０】
　タイプ（Ｂ）の液晶表示パネルＰＮＬは、図１４に示すように、赤色の副画素ＳＰＸＲ
、緑色の副画素ＳＰＸＧ、青色の副画素ＳＰＸＢ、白色の副画素ＳＰＸＷをＸ方向に配列
した単位画素ＰＸが、Ｘ方向及びＹ方向に沿ってマトリクス状に配列された表示領域ＤＡ
を有する。タイプ（Ｂ）における単位画素ＰＸの第１単位長さｄ１は９０μｍであり、第
２単位長さｄ２は１２０μｍである。赤色、緑色、青色、白色のうちで、人間の視感度が
最も高い色は白色である。したがって、図１４の例において、第１方向Ｄ１は、白色の副
画素ＳＰＸＷが並ぶＹ方向と一致する。また、第２方向Ｄ２は、Ｘ方向と一致する。
【００６１】
　これらのタイプ（Ａ），（Ｂ）の液晶表示パネルＰＮＬに対し、図１３に示す評価例Ｅ
１０１～Ｅ１２１に係る電極パターンを用いて評価を行った。評価例Ｅ１０１～Ｅ１２１
はいずれも、電極パターンを構成する金属線の第１方向Ｄ１に対する傾きを、第１単位長
さｄ１に第１整数Ｍを乗じた値と、第２単位長さｄ２に第２整数Ｎを乗じた値との比の逆
正接に相当する角度θだけ傾けた場合に生じるモアレを評価した結果である。第１整数Ｍ
及び第２整数Ｎは、０～６の範囲で変化させた。各評価例Ｅ１０１～Ｅ１２１における第
１整数Ｍ、第２整数Ｎ、角度θの値は、図１３に示す通りである。参考として、図１４に
おいては、評価例Ｅ１０１～Ｅ１２１に係る金属線の延出方向を、左上の原点Ｏを起点と
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した矢印によってタイプ（Ｂ）に係る表示領域ＤＡ上に示している。例えば、評価例Ｅ１
０１においては第１整数Ｍが１、第２整数Ｎが０である。したがって、評価例Ｅ１０１に
係る金属線の延出方向を示す矢印は、原点Ｏを起点として第１方向Ｄ１に１×ｄ１かつ第
２方向Ｄ２に０×ｄ２（＝０）の位置に向かって延びる。また、例えば評価例Ｅ１１０に
おいては第１整数Ｍが６、第２整数Ｎが５である。したがって、評価例Ｅ１１０に係る金
属線の延出方向を示す矢印は、原点Ｏを起点として第１方向Ｄ１に６×ｄ１かつ第２方向
Ｄ２に５×ｄ２の位置に向かって延びる。
【００６２】
　モアレの評価結果は、最も良好である場合（モアレが表示に与える影響が最も小さい場
合）をレベル１とし、最も不良である場合（モアレが表示に与える影響が最も大きい場合
）をレベル６として、レベル１～６の６段階で評価した。この評価においては、タイプ（
Ａ）（Ｂ）のいずれにおいても、評価例Ｅ１０１，Ｅ１２１はレベル６、評価例Ｅ１１１
はレベル５、評価例Ｅ１０２～Ｅ１０５，Ｅ１１７～Ｅ１２０はレベル４、評価例Ｅ１０
７，Ｅ１１５はレベル３、評価例Ｅ１０６，Ｅ１１６はレベル２、評価例Ｅ１０８～Ｅ１
１０，Ｅ１１２～Ｅ１１４はレベル１との結果が得られた。
【００６３】
　この評価結果から、電極パターンを構成する金属線と第１方向Ｄ１とが成す角度θが０
°、４５°、９０°に近い場合にはモアレが生じ易いことが判る。これは、これらの角度
θにおいては、金属線と表示領域ＤＡにおける副画素ＳＰＸ（特に人間の視感度が最も高
い副画素）とが重なって生じる明暗模様が人間の目で視認し易い周期で現れるためと考え
られる。
【００６４】
　また、この評価結果から、特に第１整数Ｍ及び第２整数Ｎがいずれも２以上（Ｍ，Ｎ≧
２）である場合に、比較的良好な評価結果（レベル１～３）が得られることが判る。但し
、第１整数Ｍと第２整数Ｎとが同一である場合には、角度θが評価例Ｅ１１１と同じにな
るため、評価例Ｅ１１１と同様に良好な判定結果が得られない。したがって、第１整数Ｍ
及び第２整数Ｎは、異なる値とする必要がある（Ｍ≠Ｎ）。
【００６５】
　このような直線状の金属線を有する電極パターンの評価結果は、上述の細線片Ｔａ，Ｔ
ｂについても当てはまる。すなわち、細線片Ｔａ，Ｔｂを、上記の評価において良好な結
果が得られた角度θで第１方Ｄ１から傾かせることで、モアレの発生が防止ないしは低減
される。
【００６６】
　本実施形態において、細線片Ｔａは第１ラインＬ１と平行に延び、細線片Ｔｂは第２ラ
インＬ２と平行に延びる。したがって、第１ラインＬ１及び第２ラインＬ２を、上記の評
価において良好な結果が得られた角度θで第１方Ｄ１から傾かせることで、細線片Ｔａ，
Ｔｂと表示領域ＤＡとの干渉に起因したモアレの発生が防止ないしは低減される。このよ
うにして、条件１が導かれる。
【００６７】
　また、評価例Ｅ１０８～Ｅ１１０，Ｅ１１２～Ｅ１１４において評価結果がレベル１と
なったことから、条件１に加えて、第１整数Ｍと第２整数Ｎとの差の絶対値が１である場
合（｜Ｍ－Ｎ｜＝１）には、より良くモアレの発生が防止ないしは低減される。例えば、
このより好適な条件を第１ラインＬ１に適用する場合にあっては、上述の第１整数Ｍ１と
第２整数Ｎ１の差の絶対値が１となるように（｜Ｍ１－Ｎ１｜＝１）、角度θ１を定める
。また、この条件を第２ラインＬ２に適用する場合にあっては、上述の第１整数Ｍ２と第
２整数Ｎ２の差の絶対値が１となるように（｜Ｍ２－Ｎ２｜＝１）、角度θ２を定める。
【００６８】
　なお、評価例Ｅ１０７，Ｅ１１５においては、第１整数Ｍと第２整数Ｎとの差の絶対値
が１であるものの、評価結果がレベル３となった。このことから、第１整数Ｍ及び第２整
数Ｎがいずれも３以上である場合（Ｍ，Ｎ≧３）に、より良くモアレの発生が防止ないし
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は低減されると言うこともできる。
【００６９】
　続いて、条件２を採用する理由につき、図１５を用いて説明する。図１５は、上述のタ
イプ（Ａ），（Ｂ）の液晶表示パネルＰＮＬ上に、評価例Ｅ２０１～Ｅ２２１に示す角度
φだけ第１方向Ｄ１から傾く配列方向に並ぶ交点群を有する電極パターンを配置し、モア
レを評価した結果を示す。この電極パターンに含まれる交点は、細線片Ｔａ，Ｔｂと同程
度の幅を有する２本の金属細線を交差させることで形成した。評価例Ｅ２０１～Ｅ２２１
における角度φは、第１単位長さｄ１に第１整数ｍを乗じた値と、第２単位長さｄ２に第
２整数ｎを乗じた値との比の逆正接に相当する。第１整数ｍ及び第２整数ｎは、０～６の
範囲で変化させた。各評価例Ｅ２０１～Ｅ２２１における第１整数ｍ、第２整数ｎ、角度
φの値は、図１５に示す通りである。例えばタイプ（Ｂ）の表示領域ＤＡを用いる場合に
おける評価例Ｅ２０１～Ｅ２２１に係る交点群の配列方向は、図１４に矢印で示した評価
例Ｅ１０１～Ｅ１２１の方向とそれぞれ一致する。
【００７０】
　ここでの評価対象は、電極パターンに含まれる金属細線の交点と表示領域ＤＡとの干渉
によって生じるモアレである。金属細線の交点においては、単位面積当たりに含まれる金
属細線の面積が増大するため、表示領域ＤＡからの光の透過率が低下する。したがって、
表示領域ＤＡ上では、金属細線の交点に起因して局所的に透過率が低下するラインが配列
方向に沿って生じ、このラインが各色の副画素ＳＰＸと交わることでモアレが生じる。
【００７１】
　モアレの評価結果は、図１３の場合と同じくレベル１～６の６段階で評価した。この評
価において、タイプ（Ａ）（Ｂ）のいずれにおいても、評価例Ｅ２０１，Ｅ２２１はレベ
ル６、評価例Ｅ２１１はレベル５、評価例Ｅ２０２～Ｅ２０５，Ｅ２１７～Ｅ２２０はレ
ベル４、評価例Ｅ２０６，Ｅ２１６はレベル２、評価例Ｅ２０７～Ｅ２１０，Ｅ２１２～
Ｅ２１５はレベル１との結果が得られた。
【００７２】
　この評価結果から、交点群の配列方向と第１方向Ｄ１とが成す角度φが０°、４５°、
９０°に近い場合にはモアレが生じ易いことが判る。これは、これらの角度φにおいては
、各交点と表示領域ＤＡにおける副画素ＳＰＸ（特に人間の視感度が最も高い副画素）と
が重なって生じる明暗模様が人間の目で視認し易い周期で現れるためと考えられる。
【００７３】
　また、この評価結果から、特に第１整数ｍ及び第２整数ｎがいずれも２以上（ｍ，ｎ≧
２）である場合に、比較的良好な評価結果（レベル１，２）が得られることが判る。但し
、第１整数ｍと第２整数ｎとが同一である場合には、角度φが評価例Ｅ２１１と同じにな
るため、評価例Ｅ２１１と同様に良好な判定結果が得られない。したがって、第１整数ｍ
及び第２整数ｎは、異なる値とする必要がある（ｍ≠ｎ）。
【００７４】
　このような交点群を有する電極パターンの評価結果は、上述の格子ＧＲＤに細線片Ｔａ
，Ｔｂを配置することで構成される電極パターンＰＴにおける細線片Ｔａと細線片Ｔｂの
接続点についても当てはまる。ここにいう接続点の態様としては、１本の細線片Ｔａと１
本の細線片Ｔｂの端部同士が接続されたもの、２本の細線片Ｔａと１本の細線片Ｔｂの端
部同士が接続されたもの、１本の細線片Ｔａと２本の細線片Ｔｂの端部同士が接続された
もの、２本の細線片Ｔａと２本の細線片Ｔｂの端部同士が接続されたものが想定される。
【００７５】
　図１１から明らかなように、電極パターンＰＴにおける細線片Ｔａ，Ｔｂの接続点は、
第１ラインＬ１と第２ラインＬ２との交点に位置する。したがって、格子ＧＲＤにおける
交点の第１～第４配列方向Ｄｓ１～Ｄｓ４を上記の評価において良好な結果が得られた角
度φで第１方Ｄ１から傾かせることで、細線片Ｔａ，Ｔｂの接続点と表示領域ＤＡとの干
渉に起因したモアレの発生が防止ないしは低減される。このようにして、条件２が導かれ
る。
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【００７６】
　また、評価例Ｅ２０７～Ｅ２１０，Ｅ２１２～Ｅ２１５において評価結果がレベル１と
なったことから、条件２に加えて、第１整数ｍと第２整数ｎとの差の絶対値が１である場
合（｜ｍ－ｎ｜＝１）にはより良くモアレの発生が防止ないしは低減される。例えば、こ
のより好適な条件を第１配列方向Ｄｓ１に適用する場合にあっては、上述の第１整数ｍ１
と第２整数ｎ１との差の絶対値が１となるように（｜ｍ１－ｎ１｜＝１）、角度φ１を定
める。また、この条件を第２配列方向Ｄｓ２に適用する場合にあっては、上述の第１整数
ｍ２と第２整数ｎ２との差の絶対値が１となるように（｜ｍ２－ｎ２｜＝１）、角度φ２
を定める。
【００７７】
　以下に、条件１，２を満たす格子ＧＲＤに細線片Ｔａ，Ｔｂを配置することで構成され
る電極パターンＰＴの実施例１～１３を示す。　
［実施例１］
　図１６は、実施例１に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。この図におい
ては、電極パターンＰＴに加えて、電極パターンＰＴを有する検出電極Ｒｘが設けられる
液晶表示パネルＰＮＬの表示領域ＤＡを示している。この表示領域ＤＡにおいては、赤色
の副画素ＳＰＸＲ、緑色の副画素ＳＰＸＧ、青色の副画素ＳＰＸＢ、白色の副画素ＳＰＸ
Ｗを含む単位画素ＰＸがＸ方向及びＹ方向に沿ってマトリクス状に配列されている。
【００７８】
　本実施例に係る電極パターンＰＴは、図１６の左方に示す単位パターンＵ１を、格子Ｇ
ＲＤを構成する第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１及び格子ＧＲＤを構成する第２ラインＬ
２の延出方向ＤＬ２に沿って配列して構成される。単位パターンＵ１は、連続する２本の
第１ラインＬ１と、連続する２本の第２ラインＬ２とで構成されるセルＣＬにおいて、向
かい合う２辺にそれぞれ細線片Ｔａ１，Ｔａ２が配置されるとともに、向かい合う他の２
辺に細線片Ｔｂ１，Ｔｂ２が配置されたパターンである。このように、単位パターンＵ１
は、細線片Ｔにて閉じられている。図１６に示した例においては、第１ラインＬ１と第２
ラインＬ２が直交しており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。したがって、単位パターン
Ｕ１は正方形である。
【００７９】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ１の輪郭は、１本の細線片
Ｔを共用して形成されている。例えば第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１に連続する２つの
単位パターンＵ１においては、その境界に配置される１本の細線片Ｔｂが、一方の単位パ
ターンＵ１では細線片Ｔｂ１として用いられ、他方の単位パターンＵ１では細線片Ｔｂ２
として用いられることで、これら単位パターンＵ１の輪郭が形成されている。
【００８０】
［実施例２］
　図１７は、実施例２に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に係
る電極パターンＰＴは、図１７の左方に示す単位パターンＵ２を、格子ＧＲＤに含まれる
セルＣＬの対角線方向（配列方向Ｄｓ１）及びセルＣＬの他の対角線方向（配列方向Ｄｓ
２）に沿って配列して構成される。　
【００８１】
　単位パターンＵ２は、連続する２本の第１ラインＬ１と、連続する３本の第２ラインＬ
２とで構成される２つのセルＣＬにおいて、各セルＣＬの境界を除く６辺に細線片Ｔａ１
，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ４，Ｔｂ１，Ｔｂ２が配置されたパターンである。このように、
単位パターンＵ２は、細線片Ｔにて閉じられている。図１７に示した例においては、第１
ラインＬ１と第２ラインＬ２が直交しており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。したがっ
て、単位パターンＵ２は、長辺の長さが短辺の長さの２倍となる長方形である。
【００８２】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ２の輪郭は、１つの細線片
Ｔを共用して形成されている。例えば配列方向Ｄｓ１に連続する２つの単位パターンＵ２
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においては、その境界に配置される１本の細線片Ｔａが、一方の単位パターンＵ２では細
線片Ｔａ２として用いられ、他方の単位パターンＵ２では細線片Ｔａ３として用いられる
ことで、これら単位パターンＵ２の輪郭が形成されている。
【００８３】
［実施例３］
　図１８は、実施例３に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に係
る電極パターンＰＴは、図１８の左方に示す単位パターンＵ３ａ，Ｕ３ｂを組み合わせて
構成される。具体的には、電極パターンＰＴは、格子ＧＲＤに含まれるセルＣＬの対角線
方向（配列方向Ｄｓ１）に沿って並ぶ複数の単位パターンＵ３ａと、この対角線方向に沿
って並ぶ複数の単位パターンＵ３ｂとを、セルＣＬの他の対角線方向（配列方向Ｄｓ２）
に沿って交互に配置したパターンである。　
【００８４】
　単位パターンＵ３ａは、連続する２本の第１ラインＬ１と連続する３本の第２ラインＬ
２とで構成される２つのセルＣＬにおいて、各セルＣＬの境界を除く６辺に細線片Ｔａ１
，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ４，Ｔｂ１，Ｔｂ２が配置されたパターンである。単位パターン
Ｕ３ｂは、連続する３本の第１ラインＬ１と、連続する２本の第２ラインＬ２とで構成さ
れる２つのセルＣＬにおいて、各セルＣＬの境界を除く６辺に細線片Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔ
ｂ３，Ｔｂ４，Ｔｂ５，Ｔｂ６が配置されたパターンである。このように、単位パターン
Ｕ３ａ，Ｕ３ｂは、いずれも細線片Ｔにて閉じられている。図１８に示した例においては
、第１ラインＬ１と第２ラインＬ２が直交しており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。し
たがって、単位パターンＵ３ａ，Ｕ３ｂは、長辺の長さが短辺の長さの２倍となる長方形
である。
【００８５】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ３ａ、隣り合う２つの単位
パターンＵ３ｂ、及び、隣り合う単位パターンＵ３ａと単位パターンＵ３ｂの輪郭は、１
つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば配列方向Ｄｓ１に連続する２つの単位パ
ターンＵ３ａにおいては、その境界に配置される１本の細線片Ｔａが、一方の単位パター
ンＵ３ａでは細線片Ｔａ２として用いられ、他方の単位パターンＵ３ａでは細線片Ｔａ３
として用いられることで、これら単位パターンＵ３ａの輪郭が形成されている。
　また、例えば配列方向Ｄｓ１に連続する２つの単位パターンＵ３ｂにおいては、その境
界に配置される１本の細線片Ｔｂが、一方の単位パターンＵ３ｂでは細線片Ｔｂ４として
用いられ、他方の単位パターンＵ３ｂでは細線片Ｔｂ５として用いられることで、これら
単位パターンＵ３ｂの輪郭が形成されている。
【００８６】
　単位パターンＵ３ａは、４つの単位パターンＵ３ｂと隣り合う。単位パターンＵ３ａの
輪郭は、これら４つの単位パターンＵ３ｂの輪郭と細線片Ｔａ１，Ｔａ４，Ｔｂ１，Ｔｂ
２を共用して形成されている。
　また、単位パターンＵ３ｂは、４つの単位パターンＵ３ａと隣り合う。単位パターンＵ
３ｂの輪郭は、これら４つの単位パターンＵ３ａの輪郭と細線片Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔｂ３
，Ｔｂ６を共用して形成されている。
【００８７】
［実施例４］
　図１９は、実施例４に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に係
る電極パターンＰＴは、図１９の左方に示す単位パターンＵ４ａ，Ｕ４ｂを組み合わせて
構成される。具体的には、電極パターンＰＴは、格子ＧＲＤを構成する第１ラインＬ１の
延出方向ＤＬ１に沿って並ぶ複数の単位パターンＵ４ａと、この延出方向ＤＬ１に沿って
並ぶ複数の単位パターンＵ４ｂとを、第２ラインＬ２の延出方向ＤＬ２に連続する３つの
セルＣＬにて構成される矩形の対角線方向Ｄｓ５に沿って交互に配置したパターンである
。
【００８８】
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　単位パターンＵ４ａは、連続する３本の第１ラインＬ１と連続する３本の第２ラインＬ
２とで構成される４つのセルＣＬのうちの３つにおいて、各セルＣＬの境界を除く８辺に
細線片Ｔａ１，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ４，Ｔｂ１，Ｔｂ２，Ｔｂ３，Ｔｂ４が配置された
パターンである。単位パターンＵ４ｂは、連続する３本の第１ラインＬ１と、連続する３
本の第２ラインＬ２とで構成される４つのセルＣＬのうちの３つにおいて、各セルＣＬの
境界を除く８辺に細線片Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔａ７，Ｔａ８，Ｔｂ５，Ｔｂ６，Ｔｂ７，Ｔ
ｂ８が配置されたパターンである。このように、単位パターンＵ４ａ，Ｕ４ｂは、いずれ
も細線片Ｔにて閉じられている。図１９に示した例においては、第１ラインＬ１と第２ラ
インＬ２が直交しており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。単位パターンＵ４ａ，Ｕ４ｂ
は、いずれも直角に屈曲したＬ字型の形状を成す。
【００８９】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ４ａ、隣り合う２つの単位
パターンＵ４ｂ、及び、隣り合う単位パターンＵ４ａと単位パターンＵ４ｂの輪郭は、少
なくとも１つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば第１ラインＬ１の延出方向Ｄ
Ｌ１に連続する２つの単位パターンＵ４ａにおいては、その境界に配置される１本の細線
片Ｔｂが、一方の単位パターンＵ４ａでは細線片Ｔｂ１として用いられ、他方の単位パタ
ーンＵ４ａでは細線片Ｔｂ４として用いられることで、これら単位パターンＵ４ａの輪郭
が形成されている。
　また、例えば第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１に連続する２つの単位パターンＵ４ｂに
おいては、その境界に配置される１本の細線片Ｔｂが、一方の単位パターンＵ４ｂでは細
線片Ｔｂ５として用いられ、他方の単位パターンＵ４ｂでは細線片Ｔｂ８として用いられ
ることで、これら単位パターンＵ４ｂの輪郭が形成されている。
【００９０】
　単位パターンＵ４ａは、４つの単位パターンＵ４ｂと隣り合う。単位パターンＵ４ａの
輪郭は、これら４つの単位パターンＵ４ｂの輪郭と細線片Ｔａ１，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ
４，Ｔｂ２，Ｔｂ３を共用して形成されている。
　また、単位パターンＵ４ｂは、４つの単位パターンＵ４ａと隣り合う。単位パターンＵ
４ｂの輪郭は、これら４つの単位パターンＵ４ａの輪郭と細線片Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔａ７
，Ｔａ８，Ｔｂ６，Ｔｂ７を共用して形成されている。
【００９１】
［実施例５］
　図２０は、実施例５に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に係
る電極パターンＰＴは、図２０の左方に示す単位パターンＵ５を、第１ラインＬ１の延出
方向ＤＬ１、及び、第２ラインＬ２の延出方向ＤＬ２に連続する３つのセルＣＬにて構成
される矩形の対角線方向Ｄｓ５に沿って配列したパターンである。
【００９２】
　単位パターンＵ５は、連続する５本の第１ラインＬ１と連続する４本の第２ラインＬ２
とで構成される複数のセルＣＬのうちの６つにおいて、各セルＣＬの境界を除く１４辺に
細線片Ｔａ１，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ４，Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔｂ１，Ｔｂ２，Ｔｂ３，Ｔ
ｂ４，Ｔｂ５，Ｔｂ６，Ｔｂ７，Ｔｂ８が配置されたパターンである。このように、単位
パターンＵ５は、細線片Ｔにて閉じられている。図２０に示した例においては、第１ライ
ンＬ１と第２ラインＬ２が直交しており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。単位パターン
Ｕ５は、直角に屈曲した２つのＬ字を、方向を反転させて屈曲部分で連結した形状を成す
。
【００９３】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ５の輪郭は、少なくとも１
つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１に連続
する２つの単位パターンＵ５においては、その境界に配置される１本の細線片Ｔａと２本
の細線片Ｔｂが、一方の単位パターンＵ５では細線片Ｔａ３，Ｔｂ１，Ｔｂ３として用い
られ、他方の単位パターンＵ５では細線片Ｔａ４，Ｔｂ６，Ｔｂ８として用いられること
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で、これら単位パターンＵ５の輪郭が形成されている。
【００９４】
［実施例６］
　図２１は、実施例６に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に係
る電極パターンＰＴは、格子ＧＲＤに含まれるセルＣＬの対角線方向（配列方向Ｄｓ２）
に屈曲しながら延びる検出線Ｗを、セルＣＬの他の対角線方向（配列方向Ｄｓ１）に沿っ
て所定ピッチで配列して構成される。検出線Ｗは、図２１の左方に示す単位パターンＵ６
を、端部同士を接続して配列方向Ｄｓ２に配列することにより構成される。
【００９５】
　単位パターンＵ６は、連続する２本の第１ラインＬ１と連続する２本の第２ラインＬ２
とで構成されるセルＣＬのうちの隣り合う２辺に細線片Ｔａ，Ｔｂが配置されたパターン
である。図２１に示した例においては、第１ラインＬ１と第２ラインＬ２が直交しており
、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。単位パターンＵ６は、直角に屈曲したＬ字型の形状を
成す。
【００９６】
［実施例７］
　図２２は、実施例７に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に係
る電極パターンＰＴは、図２２の左方に示す単位パターンＵ７を、格子ＧＲＤを構成する
第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１及び格子ＧＲＤを構成する第２ラインＬ２の延出方向Ｄ
Ｌ２に沿って配列して構成される。単位パターンＵ７は、連続する２本の第１ラインＬ１
と、連続する２本の第２ラインＬ２とで構成されるセルＣＬにおいて、向かい合う２辺に
それぞれ細線片Ｔａ１，Ｔａ２が配置されるとともに、向かい合う他の２辺に細線片Ｔｂ
１，Ｔｂ２が配置されたパターンである。このように、単位パターンＵ７は、細線片Ｔに
て閉じられている。図２２に示した例においては、第１ラインＬ１から第２ラインＬ２ま
での時計回りの角度が鈍角（反時計回りの角度が鋭角）となるように第１ラインＬ１と第
２ラインＬ２が交わっており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。したがって、単位パター
ンＵ７は菱形である。
【００９７】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ７の輪郭は、１本の細線片
Ｔを共用して形成されている。例えば第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１に連続する２つの
単位パターンＵ７においては、その境界に配置される１本の細線片Ｔｂが、一方の単位パ
ターンＵ７では細線片Ｔｂ１として用いられ、他方の単位パターンＵ７では細線片Ｔｂ２
として用いられることで、これら単位パターンＵ７の輪郭が形成されている。
【００９８】
［実施例８］
　図２３は、実施例８に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に係
る電極パターンＰＴは、図２３の左方に示す単位パターンＵ８ａ，Ｕ８ｂを組み合わせて
構成される。具体的には、電極パターンＰＴは、格子ＧＲＤに含まれるセルＣＬの対角線
方向（配列方向Ｄｓ１）に沿って並ぶ複数の単位パターンＵ８ａと、この対角線方向に沿
って並ぶ複数の単位パターンＵ８ｂとを、セルＣＬの他の対角線方向（配列方向Ｄｓ２）
に沿って交互に配置したパターンである。
【００９９】
　単位パターンＵ８ａは、連続する２本の第１ラインＬ１と連続する３本の第２ラインＬ
２とで構成される２つのセルＣＬにおいて、各セルＣＬの境界を除く６辺に細線片Ｔａ１
，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ４，Ｔｂ１，Ｔｂ２が配置されたパターンである。単位パターン
Ｕ８ｂは、連続する３本の第１ラインＬ１と、連続する２本の第２ラインＬ２とで構成さ
れる２つのセルＣＬにおいて、各セルＣＬの境界を除く６辺に細線片Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔ
ｂ３，Ｔｂ４，Ｔｂ５，Ｔｂ６が配置されたパターンである。このように、単位パターン
Ｕ８ａ，Ｕ８ｂは、いずれも細線片Ｔにて閉じられている。図２３に示した例においては
、第１ラインＬ１から第２ラインＬ２までの時計回りの角度が鈍角（反時計回りの角度が
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鋭角）となるように第１ラインＬ１と第２ラインＬ２が交わっており、且つピッチＰ１，
Ｐ２が等しい。したがって、単位パターンＵ８ａ，Ｕ８ｂは、長辺の長さが短辺の長さの
２倍となる平行四辺形である。
【０１００】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ８ａ、隣り合う２つの単位
パターンＵ８ｂ、及び、隣り合う単位パターンＵ８ａと単位パターンＵ８ｂの輪郭は、１
つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば配列方向Ｄｓ１に連続する２つの単位パ
ターンＵ８ａにおいては、その境界に配置される１本の細線片Ｔａが、一方の単位パター
ンＵ８ａでは細線片Ｔａ２として用いられ、他方の単位パターンＵ８ａでは細線片Ｔａ３
として用いられることで、これら単位パターンＵ８ａの輪郭が形成されている。
　また、例えば配列方向Ｄｓ１に連続する２つの単位パターンＵ８ｂにおいては、その境
界に配置される１本の細線片Ｔｂが、一方の単位パターンＵ８ｂでは細線片Ｔｂ４として
用いられ、他方の単位パターンＵ８ｂでは細線片Ｔｂ５として用いられることで、これら
単位パターンＵ８ｂの輪郭が形成されている。
【０１０１】
　単位パターンＵ８ａは、４つの単位パターンＵ８ｂと隣り合う。単位パターンＵ８ａの
輪郭は、これら４つの単位パターンＵ８ｂの輪郭と細線片Ｔａ１，Ｔａ４，Ｔｂ１，Ｔｂ
２を共用して形成されている。
　また、単位パターンＵ８ｂは、４つの単位パターンＵ８ａと隣り合う。単位パターンＵ
８ｂの輪郭は、これら４つの単位パターンＵ８ａの輪郭と細線片Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔｂ３
，Ｔｂ６を共用して形成されている。
【０１０２】
［実施例９］
　図２４は、実施例９に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に係
る電極パターンＰＴは、図２４の左方に示す単位パターンＵ９ａ，Ｕ９ｂを組み合わせて
構成される。具体的には、電極パターンＰＴは、格子ＧＲＤを構成する第２ラインＬ２の
延出方向ＤＬ２に沿って並ぶ複数の単位パターンＵ９ａと、この延出方向ＤＬ２に沿って
並ぶ複数の単位パターンＵ９ｂとを、第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１に連続する３つの
セルＣＬにて構成される四角形の対角線方向Ｄｓ６に沿って交互に配置したパターンであ
る。
【０１０３】
　単位パターンＵ９ａは、連続する３本の第１ラインＬ１と連続する３本の第２ラインＬ
２とで構成される４つのセルＣＬのうちの３つにおいて、各セルＣＬの境界を除く８辺に
細線片Ｔａ１，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ４，Ｔｂ１，Ｔｂ２，Ｔｂ３，Ｔｂ４が配置された
パターンである。単位パターンＵ８ｂは、連続する３本の第１ラインＬ１と、連続する３
本の第２ラインＬ２とで構成される４つのセルＣＬのうちの３つにおいて、各セルＣＬの
境界を除く８辺に細線片Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔａ７，Ｔａ８，Ｔｂ５，Ｔｂ６，Ｔｂ７，Ｔ
ｂ８が配置されたパターンである。このように、単位パターンＵ９ａ，Ｕ９ｂは、いずれ
も細線片Ｔにて閉じられている。図２４に示した例においては、第１ラインＬ１から第２
ラインＬ２までの時計回りの角度が鈍角（反時計回りの角度が鋭角）となるように第１ラ
インＬ１と第２ラインＬ２が交わっており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。単位パター
ンＵ９ａ，Ｕ９ｂは、いずれも鈍角に屈曲したＶ字型の形状を成す。
【０１０４】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ９ａ、隣り合う２つの単位
パターンＵ９ｂ、及び、隣り合う単位パターンＵ９ａと単位パターンＵ９ｂの輪郭は、少
なくとも１つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば第２ラインＬ２の延出方向Ｄ
Ｌ２に連続する２つの単位パターンＵ９ａにおいては、その境界に配置される１本の細線
片Ｔａが、一方の単位パターンＵ９ａでは細線片Ｔａ２として用いられ、他方の単位パタ
ーンＵ９ａでは細線片Ｔａ４として用いられることで、これら単位パターンＵ９ａの輪郭
が形成されている。
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　また、例えば第２ラインＬ２の延出方向ＤＬ２に連続する２つの単位パターンＵ９ｂに
おいては、その境界に配置される１本の細線片Ｔａが、一方の単位パターンＵ９ｂでは細
線片Ｔａ５として用いられ、他方の単位パターンＵ９ｂでは細線片Ｔａ７として用いられ
ることで、これら単位パターンＵ９ｂの輪郭が形成されている。
【０１０５】
　単位パターンＵ９ａは、４つの単位パターンＵ９ｂと隣り合う。単位パターンＵ９ａの
輪郭は、これら４つの単位パターンＵ９ｂの輪郭と細線片Ｔａ１，Ｔａ３，Ｔｂ１，Ｔｂ
２，Ｔｂ３，Ｔｂ４を共用して形成されている。
　また、単位パターンＵ９ｂは、４つの単位パターンＵ９ａと隣り合う。単位パターンＵ
９ｂの輪郭は、これら４つの単位パターンＵ９ａの輪郭と細線片Ｔａ６，Ｔａ８，Ｔｂ５
，Ｔｂ６，Ｔｂ７，Ｔｂ８を共用して形成されている。
【０１０６】
［実施例１０］
　図２５は、実施例１０に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に
係る電極パターンＰＴは、図２５の左方に示す単位パターンＵ１０を、第２ラインＬ２の
延出方向ＤＬ２、及び、第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１に連続する３つのセルＣＬにて
構成される四角形の対角線方向Ｄｓ６に沿って配列したパターンである。
【０１０７】
　単位パターンＵ１０は、連続する４本の第１ラインＬ１と連続する５本の第２ラインＬ
２とで構成される複数のセルＣＬのうちの６つにおいて、各セルＣＬの境界を除く１４辺
に細線片Ｔａ１，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ４，Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔａ７，Ｔａ８，Ｔｂ１，
Ｔｂ２，Ｔｂ３，Ｔｂ４，Ｔｂ５，Ｔｂ６が配置されたパターンである。このように、単
位パターンＵ１０は、細線片Ｔにて閉じられている。図２５に示した例においては、第１
ラインＬ１から第２ラインＬ２までの時計回りの角度が鈍角（反時計回りの角度が鋭角）
となるように第１ラインＬ１と第２ラインＬ２が交わっており、且つピッチＰ１，Ｐ２が
等しい。単位パターンＵ１０は、鈍角（或いは鈍角）に屈曲した２つのＶ字を、方向を反
転させて屈曲部分で連結した形状を成す。
【０１０８】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ１０の輪郭は、少なくとも
１つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば第２ラインＬ２の延出方向ＤＬ２に連
続する２つの単位パターンＵ１０においては、その境界に配置される２本の細線片Ｔａと
１本の細線片Ｔｂが、一方の単位パターンＵ１０では細線片Ｔａ１，Ｔａ３，Ｔｂ３とし
て用いられ、他方の単位パターンＵ１０では細線片Ｔａ６，Ｔａ８，Ｔｂ４として用いら
れることで、これら単位パターンＵ１０の輪郭が形成されている。
【０１０９】
［実施例１１］
　図２６は、実施例１１に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に
係る電極パターンＰＴは、図２６の左方に示す単位パターンＵ１１を、格子ＧＲＤに含ま
れるセルＣＬの対角線方向（配列方向Ｄｓ２）、及び、第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１
に連続する２つのセルＣＬにて構成される四角形の対角線方向Ｄｓ７に沿って配列したパ
ターンである。
【０１１０】
　単位パターンＵ１１は、連続する３本の第１ラインＬ１と連続する３本の第２ラインＬ
２とで構成される４つのセルＣＬのうちの３つにおいて、各セルＣＬの境界を除く８辺に
細線片Ｔａ１，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ４，Ｔｂ１，Ｔｂ２，Ｔｂ３，Ｔｂ４が配置された
パターンである。このように、単位パターンＵ１１は、細線片Ｔにて閉じられている。図
２６に示した例においては、第１ラインＬ１から第２ラインＬ２までの時計回りの角度が
鈍角（反時計回りの角度が鋭角）となるように第１ラインＬ１と第２ラインＬ２が交わっ
ており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。単位パターンＵ１１は、鋭角に屈曲したＶ字型
の形状を成す。
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【０１１１】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ１１の輪郭は、少なくとも
１つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば配列方向Ｄｓ２に連続する２つの単位
パターンＵ１１においては、その境界に配置される１本の細線片Ｔａと１本の細線片Ｔｂ
が、一方の単位パターンＵ１１では細線片Ｔａ２，Ｔｂ２として用いられ、他方の単位パ
ターンＵ１１では細線片Ｔａ４，Ｔｂ４として用いられることで、これら単位パターンＵ
１１の輪郭が形成されている。
【０１１２】
［実施例１２］
　図２７は、実施例１２に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に
係る電極パターンＰＴは、図２７の左方に示す単位パターンＵ１２ａ，Ｕ１２ｂを組み合
わせて構成される。具体的には、電極パターンＰＴは、格子ＧＲＤに含まれるセルＣＬの
対角線方向（配列方向Ｄｓ１）に沿って並ぶ複数の単位パターンＵ１２ａと、この対角線
方向に沿って並ぶ複数の単位パターンＵ１２ｂとを、セルＣＬの他の対角線方向（配列方
向Ｄｓ２）に沿って交互に配置したパターンである。
【０１１３】
　単位パターンＵ１２ａは、連続する３本の第１ラインＬ１と連続する３本の第２ライン
Ｌ２とで構成される４つのセルＣＬのうちの３つにおいて、各セルＣＬの境界を除く８辺
に細線片Ｔａ１，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ４，Ｔｂ１，Ｔｂ２，Ｔｂ３，Ｔｂ４が配置され
たパターンである。単位パターンＵ１２ｂは、連続する３本の第１ラインＬ１と連続する
３本の第２ラインＬ２とで構成される４つのセルＣＬのうちの３つにおいて、各セルＣＬ
の境界を除く８辺に細線片Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔａ７，Ｔａ８，Ｔｂ５，Ｔｂ６，Ｔｂ７，
Ｔｂ８が配置されたパターンである。このように、単位パターンＵ１２ａ，Ｕ１２ｂは、
いずれも細線片Ｔにて閉じられている。図２７に示した例においては、第１ラインＬ１か
ら第２ラインＬ２までの時計回りの角度が鈍角（反時計回りの角度が鋭角）となるように
第１ラインＬ１と第２ラインＬ２が交わっており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。単位
パターンＵ１２ａ，Ｕ１２ｂは、いずれも鋭角に屈曲したＶ字型の形状を成す。
【０１１４】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ１２ａ、隣り合う２つの単
位パターンＵ１２ｂ、及び、隣り合う単位パターンＵ１２ａと単位パターンＵ１２ｂの輪
郭は、少なくとも１つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば配列方向Ｄｓ２に連
続する２つの単位パターンＵ１２ａにおいては、その境界に配置される１本の細線片Ｔａ
と１本の細線片Ｔｂが、一方の単位パターンＵ１２ａでは細線片Ｔａ２，Ｔｂ２として用
いられ、他方の単位パターンＵ１２ａでは細線片Ｔａ４，Ｔｂ４として用いられることで
、これら単位パターンＵ１２ａの輪郭が形成されている。
　また、例えば配列方向Ｄｓ２に連続する２つの単位パターンＵ１２ｂにおいては、その
境界に配置される１本の細線片Ｔａと１本の細線片Ｔｂが、一方の単位パターンＵ１２ｂ
では細線片Ｔａ５，Ｔｂ５として用いられ、他方の単位パターンＵ１２ｂでは細線片Ｔａ
７，Ｔｂ７して用いられることで、これら単位パターンＵ１２ｂの輪郭が形成されている
。
【０１１５】
　単位パターンＵ１２ａは、４つの単位パターンＵ１２ｂと隣り合う。単位パターンＵ１
２ａの輪郭は、これら４つの単位パターンＵ１２ｂの輪郭と細線片Ｔａ１，Ｔａ３，Ｔｂ
１，Ｔｂ３を共用して形成されている。
　また、単位パターンＵ１２ｂは、４つの単位パターンＵ１２ａと隣り合う。単位パター
ンＵ１２ｂの輪郭は、これら４つの単位パターンＵ１２ａの輪郭と細線片Ｔａ６，Ｔａ８
，Ｔｂ６，Ｔｂ８を共用して形成されている。
【０１１６】
［実施例１３］
　図２８は、実施例１３に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に
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係る電極パターンＰＴは、図２８の左方に示す単位パターンＵ１３ａ，Ｕ１３ｂを組み合
わせて構成される。具体的には、電極パターンＰＴは、格子ＧＲＤに含まれるセルＣＬの
対角線方向（配列方向Ｄｓ２）に沿って並ぶ複数の単位パターンＵ１３ａと、この対角線
方向に沿って並ぶ複数の単位パターンＵ１３ｂとを、セルＣＬの他の対角線方向（配列方
向Ｄｓ１）に沿って交互に配置したパターンである。
【０１１７】
　単位パターンＵ１３ａは、連続する３本の第１ラインＬ１と連続する４本の第２ライン
Ｌ２とで構成される６つのセルＣＬのうちの４つにおいて、各セルＣＬの境界を除く１０
辺に細線片Ｔａ１，Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ４，Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔｂ１，Ｔｂ２，Ｔｂ３
，Ｔｂ４が配置されたパターンである。単位パターンＵ１３ｂは、連続する４本の第１ラ
インＬ１と、連続する３本の第２ラインＬ２とで構成される６つのセルＣＬのうちの４つ
において、各セルＣＬの境界を除く１０辺に細線片Ｔａ７，Ｔａ８，Ｔａ７，Ｔａ９，Ｔ
ａ１０，Ｔｂ５，Ｔｂ６，Ｔｂ７，Ｔｂ８，Ｔｂ９，Ｔｂ１０が配置されたパターンであ
る。このように、単位パターンＵ１３ａ，Ｕ１３ｂは、いずれも細線片Ｔにて閉じられて
いる。図２８に示した例においては、第１ラインＬ１から第２ラインＬ２までの時計回り
の角度が鈍角（反時計回りの角度が鋭角）となるように第１ラインＬ１と第２ラインＬ２
が交わっており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。単位パターンＵ１３ａ，Ｕ１３ｂは、
いずれも鈍角に屈曲したＬ字型の形状を成す。
【０１１８】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ１３ａ、隣り合う２つの単
位パターンＵ１３ｂ、及び、隣り合う単位パターンＵ１３ａと単位パターンＵ１３ｂの輪
郭は、少なくとも１つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば配列方向Ｄｓ２に連
続する２つの単位パターンＵ１３ａにおいては、その境界に配置される１本の細線片Ｔａ
が、一方の単位パターンＵ１３ａでは細線片Ｔａ１として用いられ、他方の単位パターン
Ｕ１３ａでは細線片Ｔａ６として用いられることで、これら単位パターンＵ１３ａの輪郭
が形成されている。
　また、例えば配列方向Ｄｓ２に連続する２つの単位パターンＵ１３ｂにおいては、その
境界に配置される１本の細線片Ｔｂが、一方の単位パターンＵ１３ｂでは細線片Ｔｂ５と
して用いられ、他方の単位パターンＵ１３ｂでは細線片Ｔｂ１０として用いられることで
、これら単位パターンＵ１３ｂの輪郭が形成されている。
【０１１９】
　単位パターンＵ１３ａは、４つの単位パターンＵ１３ｂと隣り合う。単位パターンＵ１
３ａの輪郭は、これら４つの単位パターンＵ１３ｂの輪郭と細線片Ｔａ２，Ｔａ３，Ｔａ
４，Ｔａ５，Ｔｂ１，Ｔｂ２，Ｔｂ３，Ｔｂ４を共用して形成されている。
　また、単位パターンＵ１３ｂは、４つの単位パターンＵ１３ａと隣り合う。単位パター
ンＵ１３ｂの輪郭は、これら４つの単位パターンＵ１３ａの輪郭と細線片Ｔａ７，Ｔａ８
，Ｔａ９，Ｔａ１０，Ｔｂ６，Ｔｂ７，Ｔｂ８，Ｔｂ９を共用して形成されている。
【０１２０】
［実施例１４］
　図２９は、実施例１４に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に
係る電極パターンＰＴは、図２９の左方に示す単位パターンＵ１４ａ，Ｕ１４ｂを組み合
わせて構成される。具体的には、電極パターンＰＴは、格子ＧＲＤに含まれるセルＣＬの
対角線方向（配列方向Ｄｓ２）に沿って並ぶ複数の単位パターンＵ１４ａと、この対角線
方向に沿って並ぶ複数の単位パターンＵ１４ｂとを、セルＣＬの他の対角線方向（配列方
向Ｄｓ１）に沿って交互に配置したパターンである。
【０１２１】
　単位パターンＵ１４ａは、連続する３本の第１ラインＬ１と連続する２本の第２ライン
Ｌ２とで構成される２つのセルＣＬにおいて、各セルＣＬの境界を除く６辺に細線片Ｔａ
１，Ｔａ２，Ｔｂ１，Ｔｂ２，Ｔｂ３，Ｔｂ４が配置されたパターンである。単位パター
ンＵ１４ｂは、連続する２本の第１ラインＬ１と、連続する３本の第２ラインＬ２とで構
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成される２つのセルＣＬにおいて、各セルＣＬの境界を除く６辺に細線片Ｔａ３，Ｔａ４
，Ｔａ５，Ｔａ６，Ｔｂ５，Ｔｂ６が配置されたパターンである。このように、単位パタ
ーンＵ１４ａ，Ｕ１４ｂは、いずれも細線片Ｔにて閉じられている。図２９に示した例に
おいては、第１ラインＬ１から第２ラインＬ２までの時計回りの角度が鈍角（反時計回り
の角度が鋭角）となるように第１ラインＬ１と第２ラインＬ２が交わっており、且つピッ
チＰ１，Ｐ２が等しい。したがって、単位パターンＵ１４ａ，Ｕ１４ｂは、長辺の長さが
短辺の長さの２倍となる平行四辺形である。
【０１２２】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う２つの単位パターンＵ１４ａ、隣り合う２つの単
位パターンＵ１４ｂ、及び、隣り合う単位パターンＵ１４ａと単位パターンＵ１４ｂの輪
郭は、少なくとも１つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば配列方向Ｄｓ２に連
続する２つの単位パターンＵ１４ａにおいては、その境界に配置される１本の細線片Ｔｂ
が、一方の単位パターンＵ１４ａでは細線片Ｔｂ１として用いられ、他方の単位パターン
Ｕ１４ａでは細線片Ｔｂ４として用いられることで、これら単位パターンＵ１４ａの輪郭
が形成されている。
　また、例えば配列方向Ｄｓ２に連続する２つの単位パターンＵ１４ｂにおいては、その
境界に配置される１本の細線片Ｔａが、一方の単位パターンＵ１４ｂでは細線片Ｔａ３と
して用いられ、他方の単位パターンＵ１４ｂでは細線片Ｔａ６として用いられることで、
これら単位パターンＵ１４ｂの輪郭が形成されている。
【０１２３】
　単位パターンＵ１４ａは、４つの単位パターンＵ１４ｂと隣り合う。単位パターンＵ１
４ａの輪郭は、これら４つの単位パターンＵ１４ｂの輪郭と細線片Ｔａ１，Ｔａ２，Ｔｂ
２，Ｔｂ３を共用して形成されている。
　また、単位パターンＵ１４ｂは、４つの単位パターンＵ１４ａと隣り合う。単位パター
ンＵ１４ｂの輪郭は、これら４つの単位パターンＵ１４ａの輪郭と細線片Ｔａ４，Ｔａ５
，Ｔｂ５，Ｔｂ６を共用して形成されている。
【０１２４】
［実施例１５］
　図３０は、実施例１５に係る電極パターンＰＴの一部を示す模式図である。本実施例に
係る電極パターンＰＴは、格子ＧＲＤに含まれるセルＣＬの対角線方向（配列方向Ｄｓ２
）に沿って屈曲しながら延びる検出線Ｗを、セルＣＬの他の対角線方向（配列方向Ｄｓ１
）に沿って所定ピッチで配列して構成される。検出線Ｗは、図３０の左方に示す単位パタ
ーンＵ１５を、端部同士を接続して配列方向Ｄｓ２に沿って配列することで構成される。
【０１２５】
　単位パターンＵ１５は、連続する２本の第１ラインＬ１と連続する２本の第２ラインＬ
２とで構成されるセルＣＬのうちの隣り合う２辺に細線片Ｔａ，Ｔｂが配置されたパター
ンである。図３０に示した例においては、第１ラインＬ１から第２ラインＬ２までの時計
回りの角度が鈍角（反時計回りの角度が鋭角）となるように第１ラインＬ１と第２ライン
Ｌ２が交わっており、且つピッチＰ１，Ｐ２が等しい。単位パターンＵ１５は、鈍角に屈
曲したＶ字型の形状を成す。
【０１２６】
　以上説明した実施例１～１５の他にも、電極パターンＰＴとしては、条件１，２を満た
す格子ＧＲＤに細線片Ｔａ，Ｔｂを配置した種々のパターンを採用し得る。
　なお、上述のダミー電極ＤＲとしては、例えば検出電極Ｒｘに用いた電極パターンＰＴ
と同様のパターンを用いることができる。この場合、ダミー電極ＤＲにおけるパターンを
電気的にフローティング状態とすべく、例えば各細線片の端部同士が非接続となるように
当該パターンを形成してもよい。
【０１２７】
　実施例１～１５において、第１ラインＬ１及び第２ラインＬ２が条件１を満たすならば
、上述の通りこれら第１ラインＬ１及び第２ラインＬ２上に配置される細線片Ｔａ，Ｔｂ
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と表示領域ＤＡとの干渉に起因したモアレの発生が防止ないしは低減される。さらに、実
施例１～１５において、格子ＧＲＤに含まれる各第１ラインＬ１と各第２ラインＬ２の交
点の配列方向Ｄｓ１，Ｄｓ２が条件２を満たすならば、上述の通り各交点間に配置される
細線片Ｔａ，Ｔｂの接続点と表示領域ＤＡとの干渉に起因したモアレの発生が防止ないし
は低減される。このように、本実施形態によれば、モアレの発生を防止ないしは低減する
ことが可能な液晶表示装置ＤＳＰを提供することができる。
【０１２８】
　また、本実施形態においては、センサＳＥを構成する検出電極Ｒｘとセンサ駆動電極（
共通電極ＣＥ）とを、誘電体を挟んで異なる層に設けている。仮に、検出電極Ｒｘとセン
サ駆動電極とを同一の層に設けた場合には、これら検出電極Ｒｘとセンサ駆動電極の間で
電蝕が生じる恐れがある。これに対し、本実施形態の構成においてはそのような電蝕の発
生を防ぐことができる。
【０１２９】
　また、本実施形態において、上述したミューチャル検出方式のように、液晶表示パネル
ＰＮＬの内部に設けられた共通電極ＣＥを表示用の電極として利用するとともにセンサ駆
動電極としても利用する場合には、センシング専用のセンサ駆動電極を別途に液晶表示装
置ＤＳＰに設ける必要がない。仮に、センシング専用のセンサ駆動電極を設けた場合には
、このセンサ駆動電極と検出電極Ｒｘ或いは表示領域ＤＡとの干渉によりモアレが発生す
る恐れがある。これに対し、本実施形態においてはそのようなモアレの発生を防ぐことが
できる。さらに、本実施形態においては、共通電極ＣＥが透明な導電性材料によって形成
されているために、共通電極ＣＥと表示領域ＤＡ或いは検出電極Ｒｘとの干渉に起因した
モアレの発生を防止ないしは低減できる。
【０１３０】
　また、実施例１～５，７～１４のように、細線片Ｔにて閉じられた単位パターンにより
電極パターンＰＴが構成され、かつ隣り合う単位パターンが少なくとも１つの細線片Ｔを
共用している場合には、検出電極Ｒｘの断線が生じ難くなる。すなわち、このような単位
パターンにおいては、隣り合う単位パターンのいずれか１箇所が断線したとしても、他の
ルートによりこの断線箇所に隣接する細線片Ｔの電気的な接続を維持することができる。
したがって、実施例１～５，７～１４によれば、液晶表示装置ＤＳＰの信頼性を向上させ
ることができる。
【０１３１】
　また、実施例１，７のように格子ＧＲＤに含まれる全ての交点間に細線片Ｔを配置する
のではなく、実施例２～５，８～１４のように適度に間引いて細線片Ｔを配置することに
より、表示領域ＤＡ上において単位面積当たりに配置される細線片Ｔの数を減らすことが
できる。したがって、検出電極Ｒｘに起因した液晶表示パネルＰＮＬの開口率の低下を防
ぐことができる。また、このように細線片Ｔが間引かれた電極パターンＰＴを利用する場
合においては、表示領域ＤＡと干渉し得る細線片Ｔの数を減らすことができる。したがっ
て、実施例２～５，８～１４によれば、モアレをより良好に防止ないしは低減する作用も
得られる。
【０１３２】
　また、実施例３～５，８～１４のように、複数種類の単位パターンにて電極パターンＰ
Ｔを構成したり屈曲した形状の単位パターンにて電極パターンＰＴを構成したりすること
により、電極パターンＰＴが複雑なものとなり、センサＳＥの検出性能を良好に保つこと
ができる。すなわち、上述のように細線片Ｔを間引く場合には、検出面において共通電極
ＣＥと細線片Ｔとが対向する領域が減ることになる。このような共通電極ＣＥと細線片Ｔ
との非対向領域が広半径に亘って拡がれば、その部分において利用者の指などの近接が検
出されにくくなる場合も生じ得る。しかしながら、実施例３～５，８～１４のように電極
パターンＰＴが複雑であれば、広半径に亘る上記の非対向領域が生じにくくなるために、
センサＳＥの検出性能を良好に保つことができる。　
　これらの他にも、本実施形態からは種々の好適な作用が得られる。
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【０１３３】
　以上説明した実施形態にて開示した構成は、適宜変形して実施することができる。以下
に、いくつかの変形例を示す。
（変形例１）
　表示領域ＤＡにおける画素配列の態様は、図１２及び図１４に示したものに限られない
。本変形例においては、図３１を用いて表示領域ＤＡにおける画素配列の他の態様につい
て説明する。図３１に示す表示領域ＤＡにおいては、赤色の副画素ＳＰＸＲ、緑色の副画
素ＳＰＸＧ、青色の副画素ＳＰＸＢがＸ方向及びＹ方向に沿ってマトリクス状に配列され
ている。各副画素ＳＰＸＲ，ＳＰＸＧ，ＳＰＸＢは、Ｘ方向及びＹ方向のそれぞれにおい
て、同一の色に対応するものが連続しないように配置されている。１つの単位画素ＰＸは
、Ｘ方向に連続する副画素ＳＰＸＲ及び副画素ＳＰＸＧと、この副画素ＳＰＸＲの下方に
位置する副画素ＳＰＸＢとによって構成される。
【０１３４】
　この表示領域ＤＡにおいては、赤色、緑色、青色のうちで人間の視感度が最も低い緑色
の副画素ＳＰＸＧの配列方向が第１方向Ｄ１（画素配列方向）となる。したがって、第１
方向Ｄ１は、図示したようにＸ方向及びＹ方向と交わる方向となる。さらに、この第１方
向と直交する方向が第２方向Ｄ２となる。
【０１３５】
　各副画素ＳＰＸＲ，ＳＰＸＧ，ＳＰＸＢが同一の矩形状であるとすると、この変形例に
おける単位画素ＰＸの第１方向Ｄ１における第１単位長さｄ１は、１つの副画素ＳＰＸの
対角線の長さに相当する。また、単位画素ＰＸの第２方向Ｄ２における第２単位長さｄ２
は、１つの副画素ＳＰＸの対角線の長さの２倍に相当する。このような表示領域ＤＡを用
いる場合であっても、上記実施形態と同様の作用が得られる。
【０１３６】
（変形例２）
　本変形例においては、図３２を用いて表示領域ＤＡにおける画素配列のさらに他の態様
について説明する。図３２に示す表示領域ＤＡにおいては、赤色の副画素ＳＰＸＲ、緑色
の副画素ＳＰＸＧ、青色の副画素ＳＰＸＢ、白色の副画素ＳＰＸＷがＸ方向及びＹ方向に
沿ってマトリクス状に配列されている。この表示領域ＤＡは、２種類の単位画素ＰＸ１，
ＰＸ２を含む。単位画素ＰＸ１は、Ｘ方向に並ぶ副画素ＳＰＸＲ，ＳＰＸＧ，ＳＰＸＢに
よって構成される。単位画素ＰＸ２は、Ｘ方向に並ぶ副画素ＳＰＸＲ，ＳＰＸＧ，ＳＰＸ
Ｗによって構成される。単位画素ＰＸ１，ＰＸ２は、Ｘ方向において交互に配置される。
また、単位画素ＰＸ１，ＰＸ２は、Ｙ方向においても交互に配置される。
【０１３７】
　赤色、緑色、青色、白色のうちで人間の視感度が最も高い色は白色である。この表示領
域ＤＡにおいて、白色の副画素ＳＰＸＷは、いずれの方向においても連続していない。こ
のような場合には、各色の副画素を組み合わせた平均的な視感度に基づいて、第１方向Ｄ
１（画素配列方向）を定義することができる。例えば、Ｙ方向において交互に配置された
副画素ＳＰＸＷ，ＳＰＸＢの並びにおいて、副画素ＳＰＸＷ，ＳＰＸＢの平均的な視感度
が他の副画素の並びの視感度よりも高いならば、図３２に示すように第１方向Ｄ１をＹ方
向と平行な方向として定義できる。この場合にあっては、第１方向Ｄ１と直交する方向、
すなわちＸ方向と平行な方向が第２方向Ｄ２となる。なお、図示した例においては、単位
画素ＰＸ１，ＰＸ２それぞれの第１方向Ｄ１における第１単位長さｄ１は等しい。また、
単位画素ＰＸ１，ＰＸ２それぞれの第２方向Ｄ２における第２単位長さｄ２も等しい。こ
のような表示領域ＤＡを用いる場合であっても、上記実施形態と同様の作用が得られる。
【０１３８】
　なお、変形例２では、単位画素ＰＸ２が白色の副画素ＳＰＸＷを含む例について述べた
が、白色の副画素ＳＰＸＷに代えて、例えば黄色の副画素を用いてもよい。
【０１３９】
（変形例３）
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　上記実施形態においては、２種類の細線片Ｔａ，Ｔｂによって電極パターンＰＴが形成
されるとした。しかしながら、より多くの種類の細線片Ｔを用いて電極パターンＰＴが形
成されてもよい。
【０１４０】
　一例として、３種類の細線片Ｔにて構成される電極パターンＰＴを、図３３に示す。こ
の電極パターンＰＴは、細線片Ｔａ，Ｔｂに加えて、２本の第１ラインＬ１及び２本の第
２ラインＬ２で構成される４つの交点のうち、対角線方向（配列方向Ｄｓ１）に並ぶ２つ
の交点の間に配置される細線片Ｔｃをさらに用いて構成されたパターンである。
【０１４１】
　この電極パターンＰＴは、図３３の左方に示す単位パターンＵ１００ａ，Ｕ１００ｂを
組み合わせて構成される。具体的には、電極パターンＰＴは、格子ＧＲＤを構成する第１
ラインＬ１及び第２ラインＬ２の延出方向ＤＬ１，ＤＬ２に沿って、単位パターンＵ１０
０ａ，単位パターンＵ１００ｂを交互に配置したパターンである。
【０１４２】
　単位パターンＵ１００ａは、連続する２本の第１ラインＬ１と連続する２本の第２ライ
ンＬ２とで構成されるセルＣＬにおいて、隣り合う２辺に細線片Ｔａ１，Ｔｂ１が配置さ
れるとともに、これら細線片Ｔａ１，Ｔｂ１の端部同士を繋ぐように細線片Ｔｃ１が配置
されたパターンである。単位パターンＵ１００ｂは、連続する２本の第１ラインＬ１と連
続する２本の第２ラインＬ２とで構成されるセルＣＬにおいて、隣り合う２辺に細線片Ｔ
ａ２，Ｔｂ２が配置されるとともに、これら細線片Ｔａ２，Ｔｂ２の端部同士を繋ぐよう
に細線片Ｔｃ２が配置されたパターンである。このように、単位パターンＵ１００ａ，Ｕ
１００ｂは、いずれも細線片Ｔにて閉じられている。図３３に示した例においては、第１
ラインＬ１から第２ラインＬ２までの時計回りの角度が鈍角（反時計回りの角度が鋭角）
となるように第１ラインＬ１と第２ラインＬ２が交わっており、且つピッチＰ１，Ｐ２が
等しい。したがって、単位パターンＵ１００ａ，Ｕ１００ｂは、いずれも二等辺三角形と
なる。また、単位パターンＵ１００ａ，Ｕ１００ｂが正三角形となることもある。
【０１４３】
　電極パターンＰＴにおいて、隣り合う単位パターンＵ１００ａ，Ｕ１００ｂの輪郭は、
１つの細線片Ｔを共用して形成されている。例えば第１ラインＬ１の延出方向ＤＬ１に連
続する単位パターンＵ１００ａ，Ｕ１００ｂにおいては、その境界に配置される１本の細
線片Ｔｃが、単位パターンＵ１００ａでは細線片Ｔｃ１として用いられ、単位パターンＵ
１００ｂでは細線片Ｔｃ２として用いられることで、これら単位パターンＵ１００ａ，Ｕ
１００ｂの輪郭が形成されている。
【０１４４】
　本変形例のように配列方向Ｄｓ１に沿って延びる細線片Ｔｃを用いて電極パターンＰＴ
を構成する場合であっても、上記実施形態と同じく電極パターンＰＴと表示領域ＤＡとの
干渉に起因したモアレの発生を防止ないしは低減できる。すなわち、配列方向Ｄｓ１が条
件２を満たすならば、細線片Ｔｃの延出方向は第１単位長さｄ１に２以上の第１整数ｍ（
ｍ≧２）を乗じた値と、第２単位長さｄ２に第１整数ｍと異なる２以上の第２整数ｎ（ｎ
≧２，ｍ≠ｎ）を乗じた値との比の逆正接に相当する角度だけ第１方向Ｄ１から傾くこと
となる。このような細線片Ｔｃの延出方向は、条件１も満たす。したがって、細線片Ｔｃ
と表示領域ＤＡとの干渉に起因したモアレの発生が防止ないしは低減される。なお、配列
方向Ｄｓ２に沿って延びる細線片を用いて電極パターンＰＴを構成する場合であっても同
様の作用が得られる。
【０１４５】
　なお、実施例１４，１５，１９，２０，２３及び変形例３においては、２種類の単位パ
ターンを含む電極パターンＰＴを例示した。しかしながら、電極パターンＰＴは、３種類
以上の単位パターンによって構成されてもよい。
　その他、上記実施形態或いはその変形例として開示した各構成を基にして、当業者が適
宜設計変更して実施し得る全ての構成も、本発明の要旨を包含する限り、本発明の範囲に
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属する。例えば、電極パターンＰＴは上記実施形態或いはその変形例にて開示した技術思
想に基づいて設計された部分を含めばよく、実際の製品はその製造過程で生じる誤差や僅
かな設計変更に起因して本発明の範囲から外れるものではない。
　また、上記実施形態或いはその変形例において述べた態様によりもたらされる他の作用
効果について本明細書の記載から明らかなもの、又は当業者において適宜想到し得るもの
ついては、当然に本発明によりもたらされるものと解される。
【符号の説明】
【０１４６】
　ＤＳＰ…液晶表示装置、ＰＮＬ…液晶表示パネル、ＳＥ…センサ、ＤＡ…表示領域、Ｒ
ｘ…検出電極、ＳＰＸＲ，ＳＰＸＧ，ＳＰＸＢ，ＳＰＸＷ…副画素、ＰＸ…単位画素、Ｃ
Ｅ…共通電極、ＰＥ…画素電極、ＤＲ…ダミー電極、ＲＣ…検出回路、ＧＲＤ…格子、Ｌ
１…第１ライン、Ｌ２…第２ライン、Ｐ１，Ｐ２…ピッチ、ＣＬ…セル、ＰＴ…電極パタ
ーン、Ｔａ，Ｔｂ…細線片、Ｄ１…第１方向（画素配列方向）、Ｄ２…第２方向、Ｄｓ１
～Ｄｓ４…交点配列方向、ＤＬ１…第１ラインの延出方向、ＤＬ２…第２ラインの延出方
向、Ｕ…単位パターン

【図１】 【図２】
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